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は
じ
め
に

　

山
本
読
書
室
は
平
安
読
書
室
と
も
称
し
、
近
世
中
期
に
山
本
封
山
（
一

七
四
二
～
一
八
一
三
）
が
京
都
に
創
設
し
た
儒
学
・
医
学
・
本
草
学
の
私

塾
で
あ
る
。
油
小
路
五
條
上
ル
上
金
仏
町
に
所
在
し
、
明
治
期
に
い
た
る

ま
で
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
学
塾
と
し
て
活
動
を
存
続
し
た
山
本
読
書
室

の
旧
蔵
資
料
は
、
か
ね
て
よ
り
岩
瀬
弥
助
の
収
集
に
か
か
る
西
尾
市
岩
瀬

文
庫
所
蔵
の
も
の
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
近
時
、
京
都
府
立
京
都
学
・

歴
彩
館
（
以
下
、
歴
彩
館
）
に
寄
託
さ
れ
た
資
料
群
（
以
下
こ
ち
ら
は
山

本
読
書
室
資
料
と
総
称
）
も
二
〇
二
一
年
よ
り
閲
覧
調
査
が
可
能
と
な
り
、

こ
れ
ら
を
用
い
た
研
究
が
さ
ま
ざ
ま
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る

（
１
）。

　

歴
彩
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
山
本
読
書
室
資
料
中
に
、
山
本
封
山
が
明

和
九
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
ま
で
の
十
五
年
間

に
書
き
綴
っ
た
『
読
書
室
筆
記
』
と
題
す
る
全
十
八
冊
に
お
よ
ぶ
日
録
が

存
在
す
る

（
２
）。
こ
の
『
読
書
室
筆
記
』
を
繙
読
し
て
ゆ
く
と
、
封
山
は
西
本

願
寺
家
臣
と
し
て
の
業
務
の
か
た
わ
ら
、
皆
川
淇
園
や
村
瀬
栲
亭
と
い
っ

た
漢
学
者
か
ら
、
富
士
谷
成
章
や
礪
波
今
道
、
海
量
と
い
っ
た
国
学
者
ま

で
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
と
接
し
な
が
ら
、
多
種
多
様
な
書
物
を
読
み
、

書
写
し
、
ま
た
会
読
や
講
義
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
以
下
に
述
べ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
書
物
の
な
か
に
は
、

和
刻
本
お
よ
び
明
版
・
清
版
の
儒
書
や
医
書
な
ど
の
漢
籍
は
む
ろ
ん
の
こ

儒
医
山
本
封
山
の
読
書
と
和
歌
と

─
『
読
書
室
筆
記
』
研
究
序
説
─

一　

戸　
　

渉
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と
、
本
邦
の
和
漢
学
者
の
各
種
著
述
、
あ
る
い
は
『
雨
月
物
語
』『
両
剣

奇
遇
』
の
よ
う
な
初
期
読
本
、
さ
ら
に
は
中
国
の
稗
官
小
説
の
類
す
ら
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　
『
読
書
室
筆
記
』
は
西
本
願
寺
の
寺
院
組
織
の
末
端
に
あ
っ
た
人
物
の

記
録
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
中
後
期
を
生
き
た
第
一
級
の
知
識
人
の

読
書
録
と
し
て
、
ま
た
諸
名
家
と
の
交
遊
録
と
し
て
、
さ
ら
に
は
和
歌
や

漢
詩
を
は
じ
め
と
す
る
文
芸
活
動
の
記
録
と
し
て
、
じ
つ
に
豊
か
な
内
容

を
持
つ
。
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
存
在
自
体
の
報
告
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
立
ち
入
っ
た
議
論
を

行
っ
た
論
考
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
読
書

室
筆
記
』
の
交
遊
録
な
ら
び
に
読
書
記
録
と
し
て
の
側
面
に
主
と
し
て
着

目
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
書
物
や
人
物
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
述
が
、

こ
の
時
代
の
知
識
人
社
会
の
諸
潮
流
や
文
化
的
な
実
践
と
ど
の
よ
う
な
関

係
を
取
り
む
す
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
国
学
な
ら
び
に
そ

れ
と
関
係
す
る
記
事
を
中
心
に
考
察
し
て
ゆ
く
。

一
、
山
本
封
山
と
『
読
書
室
筆
記
』

　

ま
ず
『
読
書
室
筆
記
』
の
著
者
で
あ
る
山
本
封
山
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
を
参
照
し
つ
つ
簡
略
に
整
理
し
て
お
く（

３
）。

　

山
本
封
山
は
越
中
高
岡
（
現
在
の
富
山
県
高
岡
市
）
の
日
下
庄
兵
衛
の

次
男
と
し
て
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
生
ま
れ
た
。
名
は
有
香
、
字
は

蘭
卿
ま
た
中
郎
、
封
山
な
ど
と
号
し
た
。
実
家
の
日
下
家
は
屋
号
を
茶
木

屋
と
い
い
、
代
々
の
当
主
が
町
年
寄
な
ど
の
役
職
を
務
め
る
当
地
の
有
力

町
人
で
あ
っ
た
。
幼
少
期
に
は
儒
者
室
鳩
巣
の
孫
弟
子
某
に
学
問
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
鳩
巣
は
す
で
に
享
保
十
九
年
（
一
七
三

四
）
に
は
没
し
て
い
る
か
ら
、
封
山
と
の
直
接
の
接
点
は
な
い
が
、
鳩
巣

は
加
賀
藩
に
な
が
く
仕
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
前
田
利
長
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
高
岡
の
地
に
も
鳩
巣
の
門
流
に
属
す
る
人
物
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

封
山
は
医
学
を
曲
直
瀬
道
三
の
門
流
某
、
上
京
後
に
は
古
医
方
の
吉
益

東
洞
（
一
七
〇
二
～
七
三
）
に
、
ま
た
詩
文
を
武
田
梅
龍
（
一
七
一
六
～

六
六
）
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。『
吉
益
家
門
人
録
』
宝
暦
十
二
年
（
一
七

六
二
）
条
に
見
え
る
「
日
下
伊
織　

一
名
香
建
字
蘭
卿
改
中（
マ
マ
）即　

越
中
高

岡（
４
）」
は
封
山
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
吉
益
東
洞
へ
の
入
門
は
彼
が
二
十
一

歳
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
上
京
を
果
た
し
て
い
た
か
。

　

封
山
の
人
生
に
お
け
る
お
お
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
西
本
願
寺
の
家

臣
で
あ
っ
た
山
本
与
右
衛
門
多
々
良
貞さ
だ

徳の
り

（
一
七
二
四
～
九
四
）
に
養
子

と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
末
頃
に
山
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本
家
の
養
子
と
な
っ
た
封
山
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
四
月
に
は
西

本
願
寺
の
綱
所
衆
と
し
て
新
門
跡
（
次
期
宗
主
）
の
文
如
（
一
七
四
四
～

九
九
）
に
仕
え
る
こ
と
と
な
る

（
５
）。
そ
の
後
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
閏

十
月
に
致
仕
す
る
ま
で
の
十
六
年
間
、
封
山
は
二
十
代
の
末
か
ら
四
十
代

半
ば
ま
で
を
西
本
願
寺
の
家
臣
と
し
て
生
き
た
。
封
山
が
文
如
の
侍
読
を

命
じ
ら
れ
た
の
は
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
十
月
二
十
七
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
が

（
６
）、
義
父
貞
徳
自
身
は
学
問
的
な
方
面
で
勤
仕
し
た
形
跡
が
な
い

た
め

（
７
）、
封
山
の
学
識
に
対
す
る
寺
院
内
で
の
評
価
が
た
い
へ
ん
高
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
西
本
願
寺
家
臣
を
辞
し
て
か
ら
の
封
山
が
京
の
油
小
路
五
條
上

ル
上
金
仏
町
に
開
設
し
た
の
が
漢
学
・
医
学
・
本
草
学
の
学
塾
で
あ
る
山

本
読
書
室
で
あ
る
。
当
地
は
も
と
『
本
朝
孝
子
伝
』
の
撰
者
と
し
て
知
ら

れ
る
藤
井
懶
斎
の
居
宅
で
あ
っ
た
と
い
い
、
封
山
は
そ
こ
を
拠
点
と
し
て

市
井
の
儒
医
と
し
て
活
動
し
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
三
月
七
日
に
七

十
二
歳
で
生
涯
を
終
え
た
。
山
本
読
書
室
は
封
山
次
男
の
亡
羊
（
一
七
七

八
～
一
八
五
九
）、
亡
羊
の
次
男
で
あ
る
榕
室
（
一
八
〇
九
～
六
四
）、
亡

羊
の
六
男
の
章
夫
（
一
八
二
七
～
一
九
〇
三
）
と
、
歴
代
当
主
に
よ
っ
て

私
設
学
問
所
と
し
て
の
活
動
を
明
治
期
後
半
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
読
書
室
」
は
封
山
が
西
本
願
寺
家
臣
の
職
を
退
く

に
あ
た
り
、
主
君
で
あ
る
文
如
か
ら
贈
ら
れ
た
一
堂
「
読
書
室
」
の
名
称

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
松
田
清
は
、

読
書
室
筆
記
の
名
は
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
四
月
か
ら
始
ま
る
第

二
冊
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
封
山
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
斎
号
を
読
書
室

と
し
た
よ
う
だ

（
８
）。

と
し
、
ま
た
、

山
本
読
書
室
は
西
本
願
寺
宗
主
18
世
文
如
上
人
光
暉
の
侍
読
（
学
問

掛
）
で
あ
っ
た
儒
医
山
本
封
山
（
1
7
4
2
─

1
8
1
3
）
が
天
明

6
年
（
1
7
8
6
）、
退
任
に
あ
た
っ
て
上
人
か
ら
与
え
ら
れ
た
学

問
所
「
読
書
室
」
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
封
山
に
日
記
「
読
書
室
筆

記
」（
安
永
2
年
～
天
明
6
年
、
1
7
7
4
～
1
7
8
6
）
が
あ
る

よ
う
に
、「
読
書
室
」
の
名
は
早
く
か
ら
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る

（
９
）。

と
し
て
、『
読
書
室
筆
記
』
第
二
冊
の
表
紙
に
「
読
書
室
筆
記
」
と
外
題

が
あ
る
点
に
着
目
し
、
少
な
く
と
も
安
永
二
年
四
月
の
時
点
で
封
山
は
自

身
の
斎
号
と
し
て
「
読
書
室
」
の
称
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
付
け
加
え
る
な
ら
、『
読
書
室
筆
記
』
第
一
冊
（
外
題
「
退
食
余
興
」）

の
安
永
元
年
十
二
月
二
十
一
日
条
に
、

閑
居
花　

廿
一
日
読
書
室
当
座
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明
く
る
ま
を
い
か
に
し
の
ひ
て
春
の
日
の
花
に
こ
も
れ
る
宿
の
夕
く
れ

と
の
封
山
主
催
と
目
さ
れ
る
当
座
歌
会
で
の
自
詠
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
て
、
封
山
が
斎
号
「
読
書
室
」
を
使
用
し
た
の
は
安
永
元

年
（
一
七
七
二
）
十
二
月
二
十
一
日
以
前
に
遡
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
『
読
書
室
筆
記
』
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て

略
述
す
る
。
先
述
の
通
り
当
該
資
料
は
全
十
八
冊
で
、
明
和
九
年
（
一
七

七
二
）
か
ら
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
ま
で
の
十
五
年
間
に
お
よ
ぶ
封
山

の
日
記
で
あ
る
。
装
訂
は
紙
縒
綴
の
折
紙
列
帖
装
。
料
紙
は
す
べ
て
楮
紙
。

各
冊
の
寸
法
は
小
異
は
あ
る
が
第
一
冊
を
以
て
代
表
さ
せ
る
と
縦
十
六
・

二
×
横
十
一
・
八
糎
。
半
紙
本
と
中
本
の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
よ
う
な
書
型

で
あ
り
、
桝
形
本
と
ま
で
は
呼
べ
な
い
が
や
や
特
殊
な
縦
横
比
と
な
っ
て

い
る
。
第
四
冊
の
み
山
水
画
を
摺
り
付
け
た
翠
色
表
紙
で
、
残
り
の
十
七

冊
は
す
べ
て
柿
渋
を
引
い
た
刷
毛
目
表
紙
で
あ
る
。

　
『
読
書
室
筆
記
』
は
一
冊
ご
と
に
一
年
間
の
出
来
事
が
区
切
り
よ
く
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
便
宜
上
ま
ず
は
各
冊
の
内
容

を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

第
一
冊　

明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
十
一
月
十
五
日
～
安
永
二
年
三

月

第
二
冊　

安
永
二
年
四
月
十
三
日
～
同
年
九
月

第
三
冊　

安
永
二
年
秋
～
安
永
三
年
六
月
二
十
日

第
四
冊　

安
永
三
年
六
月
二
十
日
～
安
永
三
年
十
一
月
二
十
九
日

第
五
冊　

安
永
四
年
元
旦
～
同
年
六
月
二
十
日

第
六
冊　

安
永
四
年
六
月
二
十
日
～
安
永
五
年
一
月
二
十
日

第
七
冊　

安
永
五
年
正
月
二
十
一
日
～
同
年
九
月
十
一
日

第
八
冊　

安
永
五
年
九
月
十
二
日
～
安
永
六
年
十
月
三
十
日

第
九
冊　

安
永
六
年
十
一
月
一
日
～
安
永
七
年
十
月
二
十
日

第
十
冊　

安
永
七
年
十
月
二
十
一
日
～
安
永
八
年
十
一
月
二
日

第
十
一
冊　

安
永
八
年
十
一
月
一
日
～
安
永
九
年
十
一
月
十
五
日

第
十
二
冊　

安
永
九
年
十
一
月
十
六
日
～
天
明
元
年
九
月
三
十
日

第
十
三
冊　

天
明
元
年
十
月
一
日
～
天
明
二
年
十
月
十
五
日

第
十
四
冊　

天
明
二
年
十
月
十
一
日
～
天
明
三
年
十
月
二
十
九
日

第
十
五
冊　

天
明
三
年
十
一
月
一
日
～
天
明
四
年
九
月
三
十
日

第
十
六
冊　

天
明
四
年
十
月
一
日
～
天
明
五
年
九
月
三
十
日

第
十
七
冊　

天
明
五
年
十
月
一
日
～
天
明
六
年
九
月
三
十
日

第
十
八
冊　

天
明
六
年
十
月
一
日
～
同
年
閏
十
月
十
六
日

　

本
資
料
は
外
題
も
各
冊
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
す
べ
て
を
逐
一
記
述
す
る

と
煩
瑣
と
な
る
の
で
整
理
し
て
掲
げ
る
。

第
一
冊
外
題
「
退
食
余
興
」
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第
二
冊
外
題
「
読
書
室
筆
記
」

第
三
冊
外
題
「
読
書
室
筆
記
之
三　

南
行
漫
録
」

第
四
・
五
・
六
・
八
冊
外
題
「
読
書
室
筆
記
之
四
（
五
・
六
・
八
）

　

行
余
学
海
」

　
　

第
七
冊
外
題
「
読
書
室
筆
記
之
七　

多
議
篇
」

　
　

第
九
～
十
八
冊
外
題
「
読
書
室
筆
記
之
九
（
～
十
八
）　

行
余
漫
録
」

各
冊
の
表
紙
や
裏
表
紙
に
封
山
の
識
語
や
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
識
語
は
お
お
む
ね
起
筆
時
期
を
記
し
た
の
み
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で

は
略
し
、
封
山
の
各
種
署
名
に
関
し
て
の
み
同
様
に
整
理
し
て
お
く
。

第
一
・
二
冊
署
名
「（
多
々
良
）
布
制
麿
」　

第
二
・
五
冊
署
名
「
月
榭
道
人
」

第
三
・
十
冊
署
名
「
太
山
々
人
（
逸
人
・
道
人
）」

第
四
冊
署
名
「
射
水
道
人
」

ま
た
、
各
冊
の
最
終
丁
な
い
し
裏
表
紙
見
返
し
に
は
山
本
鴻
堂
（
一
八
四

〇
～
一
九
一
二
・
榕
室
の
長
男
）
の
以
下
の
よ
う
な
識
語
を
存
す
る
。

第
一
～
六
冊
巻
末
識
語
「
山
本
八
世
／
封
山
先
生
草
稿
／
六
冊
之
一

　
（
印
記
「
鴻
堂
」）」

第
七
～
十
八
冊
巻
末
識
語
「
山
本
八
世
／
封
山
先
生
日
記
／
十
二
冊

之
一　
（
印
記
「
鴻
堂
」）」

　

以
上
、『
読
書
室
筆
記
』
の
基
本
的
な
書
誌
情
報
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
。

近
世
期
の
日
記
は
通
例
一
冊
ご
と
に
一
年
な
い
し
複
数
年
分
の
内
容
が
正

月
か
ら
十
二
月
ま
で
区
切
り
よ
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ

の
『
読
書
室
筆
記
』
に
は
そ
う
し
た
対
応
関
係
は
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く

封
山
が
事
前
に
仕
立
て
た
折
紙
列
帖
装
の
冊
子
に
日
記
を
書
き
継
い
で
ゆ

き
、
末
尾
に
筆
が
及
ん
だ
時
点
で
次
冊
に
移
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
結
果

で
あ
ろ
う
。
袋
綴
装
な
ら
ば
紙
を
加
除
し
て
事
後
の
調
整
が
可
能
だ
が
、

折
紙
列
帖
装
は
ど
う
し
て
も
自
由
度
が
低
く
な
る
。

　
『
読
書
室
筆
記
』
が
こ
の
よ
う
に
様
式
的
に
必
ず
し
も
整
っ
て
い
な
い

の
は
、
こ
の
日
記
が
公
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
封
山

の
私
的
な
記
録
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
表
紙
に
あ
る

「
退
食
餘
興
」「
行
余
漫
録
」
と
の
外
題
も
、
職
務
外
の
私
的
な
こ
と
ど
も

を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
封
山
自
身
が
強
調
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
と
は
い
え
公
務
に
関
わ
る
記
述
も
本
書
に
は
少
な
く
な
い
こ
と
も
言

い
添
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。『
読
書
室
筆
記
』
の
記
載
内
容
を
あ
ら

か
じ
め
整
理
す
る
と
、
第
一
に
西
本
願
寺
家
臣
と
し
て
の
業
務
に
関
わ
る

記
事
、
第
二
に
諸
家
と
の
交
遊
録
、
第
三
に
読
書
録
、
第
四
に
折
々
に
創

作
さ
れ
た
詩
歌
文
章
等
の
手
控
え
、
第
五
に
天
候
・
自
身
の
体
調
・
事
件
・

災
害
等
の
諸
記
録
の
五
種
類
に
お
お
む
ね
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



─ 86 ─

二
、
礪
波
今
道
・
橋
本
経
亮
・
上
田
秋
成

　
『
読
書
室
筆
記
』
第
二
冊
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
四
月
十
六
日
条

に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

十
六
日　

番
息
。
巳
刻
、
召
に
よ
り
て
、
未
刻
過
、
淇
園
主
人
を
訪

侍
り
て
今
は
む
か
し
こ
れ
を
か
た
り
か
れ
を
い
ゝ
な
と
し
侍
て
、
不

尽
谷
の
主
に
□
と
ら
む
な
と
か
た
り
侍
れ
は
よ
く
う
け
ひ
給
へ
り
。

申
刻
は
か
り
に
か
へ
り
、
荒
虫
を
た
つ
ね
て
侍
れ
は
、
か
く
ら
岡
へ

参
り
け
る
と
な
ん
。
す
く
に
書
室
に
か
へ
る
。
例
の
草
紙
に
む
か

ふ
（
（1
（

。

「
淇
園
主
人
」
は
儒
者
の
皆
川
淇
園
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
七
）、「
不
尽

谷
の
主
」
は
そ
の
弟
で
国
学
者
の
富
士
谷
成
章
（
一
七
三
八
～
七
九
）
で
、

両
人
と
も
『
読
書
室
筆
記
』
に
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
封
山
は
こ
の
日

は
勤
番
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
午
前
十
時
ご
ろ
に
文
如
に
召
さ
れ
、
午
後

二
時
過
ぎ
に
淇
園
と
成
章
を
訪
問
、
午
後
四
時
ご
ろ
に
「
荒
虫
」
を
訪
ね

た
が
神
楽
岡
（
吉
田
山
）
に
行
っ
て
い
て
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ま

ま
帰
宅
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
「
荒
虫
」
は
封
山
と
同
郷
の
高
岡
出
身
の
漆
工
家
に
し
て

国
学
者
の
礪と
な
み
の波
今い
ま
み
ち道
（
一
七
二
二
～
一
八
〇
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は

上
田
秋
成
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
九
）
の
友
人
で
も
あ
り
、
秋
成
と
同
様

に
賀
茂
真
淵
門
の
建
部
綾
足
（
一
七
一
九
～
七
四
）
な
ら
び
に
加
藤
宇
万

伎
（
一
七
二
一
～
七
七
）
に
学
ん
だ
、
京
坂
地
域
に
お
け
る
県
門
派
古
学

サ
ー
ク
ル
の
早
期
の
一
員
で
あ
っ
た（

（1
（

。「
荒
虫
」
は
綾
足
門
人
と
し
て
活

動
し
て
い
た
時
期
に
主
に
使
用
し
て
い
た
俳
号
で
あ
る
。
じ
つ
は
『
読
書

室
筆
記
』
に
は
彼
の
名
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。「
荒
虫
」
の
名
が
登
場
す

る
の
は
先
に
引
い
た
安
永
二
年
四
月
十
六
日
条
の
一
度
の
み
だ
が
、「
今
道
」

の
名
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
二
月
五
日
条
に
、

五
日　

丁
酉
。
番
休
。
午
後
訪
魚
足
。
不
遇
。
過
淇
園
今
道
。
夜
帰
。

読
独
行
伝
。

と
記
さ
れ
て
以
降
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
六
月
十
三
日
に
至
る
ま
で

一
六
〇
回
を
数
え
る
。
こ
れ
は
『
読
書
室
筆
記
』
に
記
さ
れ
た
人
物
中
で

は
最
多
の
登
場
回
数
で
あ
る
。

　

と
な
れ
ば
封
山
と
今
道
と
は
長
期
に
わ
た
り
非
常
に
親
し
い
間
柄
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
ろ
う
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
京
の
梅
宮
社
祀
官
で
非
蔵

人
を
兼
ね
た
橋
本
経つ
ね

亮す
け

が
介
在
し
た
も
の
と
す
る
松
田
清
の
見
解
が
あ
る

が
（
（1
（

、『
読
書
室
筆
記
』
で
の
経
亮
の
登
場
回
数
は
確
認
で
き
た
限
り
以
下

の
五
回
の
み
で
あ
る
。
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午
後
訪
義
質
、
速
水
、
今
道
、
橋
本
。（
安
永
八
年
三
月
五
日
条
）

午
後
与
内
池
、
橋
本
、
上
男
山
、
行
路
有
贈
答
。（
天
明
二
年
二
月

十
二
日
条
）

肥
州
餞
東
武
行
。（
天
明
五
年
九
月
十
日
条
）

橘
肥
州
見
過
。（
天
明
六
年
五
月
二
十
八
日
条
）

橘
肥
州
見
過
清
話
。（
天
明
六
年
七
月
八
日
条
）

し
か
も
最
初
の
二
つ
は
「
橋
本
」
と
あ
る
の
み
な
の
で
別
人
の
可
能
性
も

な
く
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
読
書
室
筆
記
』
を
読
む
か
ぎ
り
、
経
亮

と
封
山
は
少
な
く
と
も
安
永
年
間
前
半
に
は
特
段
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た

と
は
考
え
に
く
い
。
安
永
年
間
前
半
と
い
え
ば
経
亮
は
ま
だ
十
代
後
半
で

あ
る
。
他
方
で
今
道
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
以
前
に
す
で
に
上
京
し

て
お
り（

（1
（

、
封
山
に
と
っ
て
二
十
歳
年
長
の
今
道
は
同
郷
人
と
し
て
何
か
と

頼
り
と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
封
山
と
今
道
は
安
永
二
年

以
前
か
ら
経
亮
と
は
と
く
に
関
わ
り
な
く
交
誼
を
結
ん
で
い
た
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う（

（1
（

。

　

そ
の
こ
と
を
裏
打
ち
す
る
か
の
よ
う
に
、
今
道
の
交
友
圏
と
『
読
書
室

筆
記
』
に
登
場
す
る
人
名
と
は
さ
ま
ざ
ま
に
重
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば

『
韻
鏡
藤
氏
伝
』（
安
永
五
年
刊
）
の
著
作
で
し
ら
れ
る
韻
学
者
の
富
森
一

斎
の
名
は
『
読
書
室
筆
記
』
に
十
回
ほ
ど
登
場
す
る
。
い
く
つ
か
例
を
示

そ
う
。十

八
日
。
壬
子
。
晴
。
番
休
。
写
古
訓
。
八
鼓
後
引
涼
于
祇
園
。
月

色
殊
良
。
暁
驟
雨
。
訪
富
森
、
中
條
。（
安
永
六
年
六
月
十
八
日
条
）

十
七
日　

丙
申
。
陰
。
番
休
。
郷
信
発
。
訪
今
道
、
逢
一
齋
。
夜
読

哲
宗
徽
宗
記
。（
安
永
九
年
一
月
十
七
日
条
）

十
二
日　

巳
卯
。
晴
。
番
休
。
午
後
与
内
池
、
橋
本
、
上
男
山
。
行

路
有
贈
答
。
訪
富
森
、川
口
。
夜
聞
催
楽
。
五
更
帰
家
。
国
信
発
。（
天

明
二
年
二
月
十
二
日
条
）

富
森
一
斎
は
素
性
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
物
だ
が
、
礪
波
今
道
の
著
作
『
喉

音
用
字
考
』（
安
永
六
年
成
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
に
「
吾
一
斎
翁
」
と
言

及
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
道
の
韻
学
上
の
師
で
あ
っ
た（

（1
（

。
右
に
引
い
た
安

永
九
年
一
月
十
七
日
条
で
今
道
の
も
と
を
訪
れ
た
封
山
が
富
森
一
斎
と
会
っ

て
い
る
の
も
、
彼
ら
の
関
係
の
近
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
右
に
引
い
た
天
明
二
年
二
月
十
二
日
条
に
登
場
す
る

「
川
口
」
は
川
口
好
和
、「
内
池
」
は
内
池
益
謙
で
、
ど
ち
ら
も
今
道
と
と

も
に
京
都
に
お
い
て
旧
宇
万
伎
門
下
を
母
体
と
し
た
県
門
派
古
学
サ
ー
ク

ル
を
構
成
し
て
い
た
人
物
で
あ
る（

（1
（

。
封
山
が
今
道
を
は
じ
め
京
で
の
県
門

末
流
に
属
す
る
人
々
と
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
接
点
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
、
封
山
の
読
書
傾
向
や
文
学
活
動
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
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の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
第
四
節
以
降
で
触
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
道
の
友
人
に
し
て
同
じ
宇
万
伎
門
で
あ
っ
た
上
田
秋
成

も
ま
た
『
読
書
室
筆
記
』
に
登
場
す
る
。
そ
れ
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

五
月
二
十
八
日
条
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

廿
八
日　

丁
亥　

霽
。
番
息
。
訪
義
質
、
今
城
、
伯
厚
。
自
今
城
見

贈
秋
成
文
及
歌
。
帰
後
訪
瀧
子
。
夜
雷
鳴
。

こ
こ
か
ら
「
今
城
」
な
る
人
物
を
介
し
て
大
坂
住
の
秋
成
の
文
章
と
歌
が

京
の
封
山
に
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（「
今
城
」
に
つ
い
て
は
第

六
節
で
検
討
す
る
）。
さ
て
、
歴
彩
館
寄
託
の
山
本
読
書
室
資
料
中
に
漢

詩
一
首
、
和
歌
二
首
、
発
句
一
句
が
認
め
ら
れ
た
秋
成
自
筆
の
「
読
書
室

四
詠
」
一
葉
（
目
録
番
号
五
五
七
二
‐
三
）
が
あ
る
。
す
で
に
紹
介
が
備

わ
る
資
料
で
あ
る
た
め
全
文
を
引
く
こ
と
は
し
な
い
が（

（1
（

、
当
該
詠
草
は
明

ら
か
に
安
永
年
間
か
ら
天
明
年
間
初
頭
頃
の
秋
成
の
筆
跡
と
判
断
さ
れ

る
（
（1
（

。
　

封
山
は
蘭
・
竹
・
菊
・
梅
の
い
わ
ゆ
る
四
君
子
に
因
ん
だ
四
題
で
諸
家

に
詩
歌
を
募
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
「
読
書
室
四
詠
」
と
総
称
さ
れ
て

い
る（

（1
（

。
山
本
読
書
室
資
料
中
に
複
数
の
関
連
資
料
の
存
在
が
確
認
で
き
る

が
、
そ
こ
か
ら
主
な
人
名
を
拾
っ
て
お
く
と
、
上
述
の
秋
成
を
は
じ
め
和

歌
は
小
沢
蘆
庵
・
芝
山
持
豊
・
伴
蒿
蹊
・
礪
波
今
道
・
橘
千
蔭
・
海
量
・

義
質
・
賀
茂
季
鷹
・
三
島
景
雄
、
漢
詩
は
村
瀬
栲
亭
・
皆
川
淇
園
・
松
平

寒
松
・
薮
内
宗
堅
・
建
部
箕
山
・
大
菅
南
坡
・
大
江
玄
圃
・
岡
鳳
鳴
・
春

政
美
と
上
方
の
み
な
ら
ず
江
戸
の
文
人
の
詠
も
含
ま
れ
て
お
り
、
封
山
は

か
な
り
ひ
ろ
く
詩
歌
を
募
っ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
岡
鳳
鳴
自

筆
詠
草
（
目
録
番
号
五
五
七
二
‐
二
〇
）
に
「
安
永
乙
未
夏
五
望
日
」
と

の
年
記
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
封
山
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
五
月
に
は

こ
う
し
た
詩
歌
を
募
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
な
る
と
時
期
か
ら
判

断
し
て
、
先
掲
の
『
読
書
室
筆
記
』
安
永
七
年
五
月
二
十
八
日
条
に
見
え

る
「
秋
成
文
及
歌
」
に
は
上
述
の
「
読
書
室
四
詠
」
が
含
ま
れ
て
い
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

　

山
本
読
書
室
資
料
中
に
は
こ
の
「
読
書
室
四
詠
」
を
含
め
て
秋
成
自
筆

詠
草
を
三
点
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
こ
の
「
読
書
室
四
詠
」

の
筆
跡
の
み
が
安
永
か
ら
天
明
年
間
初
頭
の
も
の
で
あ
る
一
方
、
他
の
二

点
は
ど
ち
ら
も
寛
政
末
か
ら
文
化
年
間
頃
の
筆
跡
で
あ
り
、
時
期
的
に
は

二
十
年
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
る（

（2
（

。
じ
っ
さ
い
、
明
和
九
年
か
ら
天
明
六
年

ま
で
の
日
記
で
あ
る
『
読
書
室
筆
記
』
に
秋
成
の
名
が
直
接
的
な
か
た
ち

で
登
場
す
る
の
は
、
先
に
引
い
た
安
永
七
年
五
月
二
十
八
日
条
の
た
だ
一

度
の
み
な
の
で
あ
る
。

　

秋
成
と
山
本
読
書
室
の
あ
い
だ
で
は
寛
政
年
間
後
半
に
些
細
な
ト
ラ
ブ
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ル
が
生
じ
て
い
た
事
実
が
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
経
緯
と
し
て
は
こ

う
だ
。
経
亮
が
山
本
家
か
ら
借
り
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
を
秋
成
に
又
貸

し
し
た
と
こ
ろ
、
経
亮
所
蔵
本
と
誤
認
し
た
秋
成
が
、
自
身
の
門
人
格
で

あ
る
経
亮
の
た
め
に
そ
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
校
訂
書
入
を
行
っ
て
し

ま
い
、
結
果
と
し
て
経
亮
が
困
惑
し
、
秋
成
が
非
礼
を
詫
び
る
こ
と
と
な
っ

た
、
と
い
う
も
の
で
、
一
連
の
経
緯
は
山
本
読
書
室
旧
蔵
本
で
あ
る
国
立

国
会
図
書
館
蔵
『
出
雲
国
風
土
記
』（
せ
‐
五
一
）
の
貼
紙
に
書
か
れ
た

秋
成
自
筆
識
語
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。

　

こ
の
一
件
が
起
き
た
正
確
な
時
期
は
不
明
な
が
ら
、『
出
雲
国
風
土
記
』

の
当
該
写
本
に
は
封
山
息
の
山
本
世
龍
（
一
七
七
三
～
九
五
）
が
寛
政
五

年
（
一
七
九
三
）
二
月
に
筆
写
し
た
旨
の
書
写
奥
書
が
備
わ
り
、
ま
た
同

書
に
貼
ら
れ
た
秋
成
識
語
の
筆
跡
は
寛
政
年
間
頃
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

や
は
り
寛
政
後
半
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
安
永
か
ら
寛
政
年
間
後
半

に
い
た
る
ま
で
山
本
家
と
秋
成
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ

れ
ば
、
秋
成
が
「
多
罪
多
罪
、
貧
老
何
以
贖
哉
」
な
ど
と
こ
と
さ
ら
に
詫

び
る
よ
う
な
文
言
を
わ
ざ
わ
ざ
書
き
付
け
る
必
要
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

か
ら
、
や
は
り
安
永
七
年
か
ら
寛
政
末
頃
ま
で
の
二
十
年
間
ほ
ど
は
秋
成

と
山
本
家
と
は
必
ず
し
も
継
続
し
て
交
流
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

三
、
封
山
、
小
説
を
読
む

　

前
節
で
論
者
は
「『
読
書
室
筆
記
』
に
秋
成
の
名
が
直
接
的
な
か
た
ち

で
登
場
す
る
の
は
、
先
に
引
い
た
安
永
七
年
五
月
二
十
八
日
条
の
た
だ
一

度
の
み
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
「
直
接
的
」
と
い
う
限
定
を

付
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
じ
つ
は
『
読
書
室
筆
記
』
に
は
秋
成
へ

の
間
接
的
な
言
及
が
い
ま
ひ
と
つ
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
だ
。

廿
二
日　

辛
酉
。
晴
。
当
直
。
読
何
武
伝
及
雨
月
物
語
。
淇
園
書
及

国
史
七
冊
到
。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
八
月
二
十
二
日
条
か
ら
引
い
た
。
こ
の
日
は
西

本
願
寺
家
臣
と
し
て
の
勤
番
が
あ
っ
た
が
、
封
山
は
そ
の
後
『
漢
書
』
何

武
伝
を
読
み
、
続
い
て
読
ん
だ
の
が
「
雨
月
物
語
」
で
あ
る
。
秋
成
が
「
剪

枝
畸
人
」
と
の
筆
名
で
世
に
出
し
た
読
本
『
雨
月
物
語
』
の
当
初
の
刊
記

に
は
、
京
都
の
梅
村
判
兵
衛
と
大
坂
の
野
村
長
兵
衛
と
い
う
二
軒
の
書
肆

名
が
列
記
さ
れ
「
安
永
五
歳
丙
申
孟
夏
吉
旦
」
と
の
年
記
が
あ
っ
た
。
つ

ま
り
封
山
は
『
雨
月
物
語
』
出
版
の
わ
ず
か
四
カ
月
後
に
同
書
を
読
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。



─ 90 ─

　
『
雨
月
物
語
』
の
同
時
代
読
者
に
関
し
て
判
明
し
て
い
る
こ
と
は
じ
つ

の
と
こ
ろ
至
っ
て
少
な
い
。
前
川
来
太
こ
と
大
坂
の
書
肆
伊
丹
屋
善
兵
衛

は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
刊
『
唐
土
の
吉
野
』
の
題
辞
で
『
雨
月
物

語
』「
夢
応
の
鯉
魚
」
の
典
拠
と
し
て
明
・
馮
夢
龍
編
『
醒
世
恒
言
』
所

収
の
一
話
を
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
江
戸
の
俳
人
佐
藤
朝
四
は
『
木
雁
随
筆
』

（
天
明
七
年
頃
成
）
の
中
で
「
古
今
怪
談
雨
月
も
の
語
（
中
略
）
文
拙
か

ら
ず
。
を
か
し
き
本
也
。
末
に
貧
福
論
と
い
ふ
論
ア
リ
。
小
判
の
精
あ
ら

わ
れ
て
貧
福
の
論
を
能
く
弁
へ
た
る
書
方
也
」
と
記
す（

（2
（

。
文
化
九
年
（
一

八
一
二
）
に
大
坂
の
杉
野
恒
が
著
し
た
『
典
籍
作
者
便
覧
』
に
「
雨
月
物

語　

五
／
コ
レ
ハ
稗
官
体
ノ
奇
談
ニ
テ
手
際
ナ
レ
ト
モ
妙
ト
ス
ル
ニ
タ
ラ

ス
（
（2
（

」
と
あ
る
こ
と
も
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
し
、
山
東
京
伝
や
曲
亭
馬
琴

を
は
じ
め
と
す
る
後
期
読
本
の
作
者
に
『
雨
月
物
語
』
が
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
も
種
々
指
摘
が
あ
る（

（2
（

。
と
は
い
え
、
具
体
名
を
挙
げ
る
こ
と
の
可

能
な
読
者
の
う
ち
最
も
早
い
前
川
来
太
の
例
す
ら
も
『
雨
月
物
語
』
出
版

の
七
年
後
な
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
こ
の
『
読
書
室
筆
記
』
の
記
事
は
、

『
雨
月
物
語
』
出
版
直
後
の
読
書
記
録
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、『
雨
月
物
語
』

の
読
者
層
を
よ
り
高
い
解
像
度
で
捉
え
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
な

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
読
書
室
筆
記
』
安
永
七
年
十
一
月
二
十
四
日
条
に
は
以

下
の
記
事
が
あ
る
。

廿
四
日　

庚
戌
。
晴
。
当
直
。
仝
前
。
読
巵
言
及
雙
剣
奇
偶
。

こ
の
「
雙
剣
奇
偶
」
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
正
月
に
京
都
の
書
肆
菊

谷
安
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
伊
丹
椿
園
の
『
両
剣
奇
遇
』
と
見
て
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
（
刊
記
に
見
え
る
年
記
以
前
に
売
り
弘
め
が
な
さ
れ
る
こ
と

は
近
世
期
の
出
版
物
で
は
珍
し
く
な
い
）。
こ
ち
ら
も
初
期
読
本
『
両
剣

奇
遇
』
の
出
版
直
後
の
読
書
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
封
山
は
先
の
『
雨
月
物
語
』
も
こ
の
『
両
剣
奇
遇
』
も
売
り
弘
め

か
ら
さ
ほ
ど
間
を
置
か
ず
に
読
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
種
の
書
物

に
対
す
る
関
心
は
高
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

事
実
、『
読
書
室
筆
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

廿
六
日　

乙
丑
。
晴
。
退
食
。
読
揚
雄
伝
及
小
説
。
夜
当
直
。
読
鈐

録
。（
安
永
五
年
八
月
二
十
六
日
条
）

十
九
日　

庚
辰
。
晴
。
当
直
。
読
稗
史
及
良
方
。（
天
明
三
年
二
月

十
九
日
条
）

前
者
の
引
用
で
は
、
封
山
は
『
漢
書
』
揚
雄
伝
に
続
い
て
「
小
説
」
を
読

み
、
ま
た
夜
に
は
荻
生
徂
徠
の
『
鈐
録
』
を
読
ん
で
い
る
。
後
者
で
は
「
稗

史
」
と
宋
・
陳
自
明
の
撰
述
に
か
か
る
医
書
で
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三

六
）
に
京
都
の
書
肆
大
和
田
意
閑
が
和
刻
本
を
刊
行
し
て
い
る
『
婦
人
良
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方
』
二
十
四
巻
（『
読
書
室
筆
記
』
同
年
二
月
十
五
日
条
に
「
読
婦
人
良
方
」

と
あ
り
）
を
読
ん
で
い
る
。『
読
書
室
筆
記
』
に
は
こ
の
よ
う
な
「
小
説
」

の
読
書
記
録
は
総
計
八
十
三
回
、「
稗
史
」
は
総
計
十
七
回
確
認
で
き
る
。

右
に
引
用
し
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
『
読
書
室
筆
記
』
で
の
初
例
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
引
用
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、『
読
書
室
筆
記
』
で
は

書
物
の
名
称
は
お
お
む
ね
具
体
的
に
記
載
さ
れ
る
の
だ
が
、「
小
説
」「
稗
史
」

に
関
し
て
は
あ
え
て
朧
化
し
た
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は

恐
ら
く
、
そ
の
通
俗
的
か
つ
娯
楽
的
な
内
容
の
た
め
に
封
山
が
個
々
の
書

名
を
記
す
の
を
憚
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「
小
説
」「
稗
史
」

は
お
お
む
ね
中
国
の
伝
奇
小
説
や
志
怪
小
説
、
ま
た
三
言
二
拍
な
ど
の
白

話
小
説
の
類
を
指
す
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る（

（2
（

。
じ
っ
さ
い
に
『
読
書

室
筆
記
』
に
は
そ
の
種
の
書
物
が
い
く
つ
か
登
場
す
る
。

廿
六
日　

乙
酉
。
雨
。
当
直
。
制
香
。
読
花
陣
奇
言
。（
安
永
七
年

五
月
二
十
六
日
条
）

こ
の
日
、
封
山
が
読
ん
だ
の
は
明
代
の
文
言
短
篇
伝
奇
小
説
集
で
あ
る
仙

叟
石
公
輯
『
花
陣
綺
言
』
十
二
巻
で
あ
る
。
同
書
の
和
刻
本
は
存
在
し
な

い
の
で
明
版
（
な
い
し
は
そ
の
写
し
）
で
読
ん
で
い
る
こ
と
に
な
ろ
う（

（2
（

。

　

続
い
て
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
四
月
二
日
条
を
引
く
。

二
日　

戊
辰
。
晴
。
当
直
。
句
集
覧
。
句
授
校
考
。
読
獪
園
。

末
尾
に
出
て
く
る
の
が
明
・
銭
希
言
撰
『
獪
園
』
で
、
明
末
の
志
怪
小
説

で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
和
刻
本
は
な
い（

（2
（

。
な
お
、「
句
集
覧
」
は
『
読
書
室

筆
記
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
語
句
だ
が
「
得
論
語
（
マ
マ
）集
覧
」（
安
永
六
年

一
月
十
一
日
条
）
と
の
文
言
も
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
恐
ら
く
松
平
賴
寬

編
『
論
語
徵
集
覧
』
二
十
巻
（
宝
暦
十
年
刊
）
の
素
読
で
あ
ろ
う
。「
句

授
校
考
」
は
「
授
児
于
孝
経
句
読
」（
安
永
五
年
二
月
一
日
条
）
と
も
あ

る
の
で
息
子
の
世
龍
（
伯
賢
）
に
経
書
の
句
読
を
授
け
て
い
る
も
の
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
生
ま
れ
の
伯

賢
は
安
永
五
年
の
時
点
で
四
歳
で
あ
る
。

九
日　

己
卯
。
晴
。
走
胗
。
当
直
。
読
夷
堅
志
。
奇
怪
多
ゝ
。（
天

明
六
年
十
月
九
日
条
）

宋
・
洪
邁
撰
『
夷
堅
志
』
は
志
怪
小
説
集
。
和
刻
本
は
出
て
い
な
い
が
、

斉
賢
訳
『
夷
堅
志
和
解
』（
貞
享
三
年
序
刊
）
が
あ
る
。『
読
書
室
筆
記
』

に
多
数
あ
る
読
書
記
録
の
う
ち
、
封
山
の
感
想
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
ご
く

稀
で
、
そ
の
意
味
で
も
彼
が
こ
う
し
た
小
説
類
の
奇
怪
な
内
容
を
と
り
わ

け
愛
好
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

十
四
日　

庚
子
。
晴
。
当
直
。
読
田
賦
考
及
酉
陽
雑
俎
。
奇
怪
尤
甚
。

又
看
冷
齋
夜
話
。
雖
未
脱
頭
巾
気
有
可
味
之
気
。（
安
永
七
年
十
一

月
十
四
日
条
）
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登
場
す
る
書
名
に
注
解
を
加
え
よ
う
。「
田
賦
考
」
は
元
・
馬
端
臨
撰
『
文

獻
通
考
』
の
内
、
唐
・
段
成
式
撰
『
酉
陽
雑
俎
』
は
元
禄
十
年
（
一
六
九

七
）
刊
の
和
刻
本
（
京
都
・
井
上
忠
兵
衛
版
）、
宋
・
釋
惠
洪
撰
『
冷
斎

夜
話
』
の
和
刻
本
は
正
保
二
年
刊
本
の
ほ
か
五
山
版
な
ど
も
あ
る
。
注
目

さ
れ
る
の
は
『
酉
陽
雑
俎
』
に
対
し
て
「
奇
怪
尤
甚
」
と
の
感
想
を
漏
ら

し
て
い
る
点
で
、
同
書
は
随
筆
な
が
ら
奇
談
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
や
は

り
封
山
は
そ
う
し
た
部
分
に
反
応
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
封
山
は
い
わ
ゆ
る
中
国
の
稗
官
小
説
の
愛
読

者
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
の
奇
怪
な
内
容
を
読
む
こ
と
を
愉
し
み
と
し
て

い
た
。
た
だ
興
味
深
い
の
は
『
読
書
室
筆
記
』
に
お
い
て
「
小
説
」
を
読

ん
だ
記
録
が
初
め
て
登
場
す
る
の
が
、
封
山
が
『
雨
月
物
語
』
を
読
ん
だ

四
日
後
の
安
永
五
年
八
月
二
十
六
日
で
あ
る
点
で
、
ど
う
や
ら
彼
は
そ
れ

以
降
、
急
速
に
小
説
類
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　
『
雨
月
物
語
』
は
従
来
そ
の
内
容
か
ら
、
中
国
小
説
、
と
り
わ
け
明
末

か
ら
清
朝
に
か
け
て
大
い
に
流
行
し
た
白
話
小
説
に
親
炙
し
た
知
識
人
層

が
想
定
読
者
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
封
山
の
例
を

見
る
と
、
ど
う
や
ら
『
雨
月
物
語
』
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
の
粉
本
た

る
中
国
の
稗
官
小
説
へ
の
興
味
関
心
が
惹
起
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
封
山
は
多
く
の
「
小
説
」「
稗
史
」

を
継
続
的
に
読
む
こ
と
が
じ
っ
さ
い
に
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
近
世

日
本
の
中
国
小
説
類
の
受
容
実
態
を
捉
え
る
上
で
も
『
読
書
室
筆
記
』
は

資
料
的
価
値
を
有
し
て
い
よ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
封
山
は
刊
行
か
ら
間
も
な
い
『
雨
月
物
語
』
を
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
読
む
に
至
っ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
彼
自
身
の
興
味
関
心
に
基

づ
い
て
偶
然
同
書
を
手
に
取
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
や
は
り
秋

成
と
共
通
の
友
人
で
あ
る
礪
波
今
道
の
何
ら
か
の
介
在
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
封
山
は
あ
ら
か
じ
め
『
雨
月
物
語
』
の
著
者

「
剪
枝
畸
人
」
が
何
者
か
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

四
、
封
山
の
真
淵
学
受
容

　
『
読
書
室
筆
記
』
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
六
月
十
日
条
に
以
下
の
記

事
が
あ
る
。

十
日　

甲
辰
。
当
直
。
読
楊
震
伝
。
雷
鳴
。
読
小
説
。
是
日
藤
原
宇

万
伎
卒
。

こ
の
日
、
礪
波
今
道
や
上
田
秋
成
ら
の
国
学
の
師
に
し
て
幕
臣
で
あ
っ
た

加
藤
宇
万
伎
が
、
二
条
在
番
の
た
め
京
都
滞
在
中
に
客
死
し
て
い
る
。
封

山
は
こ
こ
に
そ
の
こ
と
を
書
き
付
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、『
読
書
室
筆
記
』
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に
お
い
て
は
こ
う
し
た
他
者
の
死
去
に
関
す
る
記
事
は
必
ず
し
も
多
く
は

な
い
。
封
山
に
と
っ
て
宇
万
伎
の
死
が
そ
れ
だ
け
の
重
要
事
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
読
書
室
筆
記
』
に
は
こ
の
日
以
前
に

宇
万
伎
ら
し
き
人
物
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
封
山
と
宇
万
伎
と

の
あ
い
だ
で
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
『
読
書
室
筆
記
』
に
賀
茂
真
淵
流
の
県
門
派

を
は
じ
め
と
す
る
国
学
書
が
多
数
見
出
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
結
論
か
ら
述

べ
て
し
ま
え
ば
、
封
山
は
当
時
に
お
い
て
新
興
の
学
問
で
あ
っ
た
国
学
を

き
わ
め
て
積
極
的
に
受
容
し
て
い
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
封
山
は
ど
う
や

ら
先
に
も
触
れ
た
旧
宇
万
伎
門
下
を
母
体
と
す
る
京
都
の
県
門
派
古
学
サ
ー

ク
ル
の
一
員
で
も
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
節
で
は
『
読
書

室
筆
記
』
に
登
場
す
る
国
学
書
の
分
析
を
行
っ
て
ゆ
く
。

　
『
読
書
室
筆
記
』
第
二
冊
は
先
述
の
通
り
安
永
二
年
四
月
十
三
日
か
ら

九
月
ま
で
の
日
録
だ
が
、
そ
の
巻
末
の
余
白
に
次
の
よ
う
な
書
目
の
一
覧

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

和
字
正
濫　
　

古
言
梯

　
　

万
葉
考　
　
　

代
匠
記

　
　

冠
字
考　

　
　

詞
草
小
苑
あ
や
た
り
撰

　
　

余
材
抄　
　
　

燭
明
抄

こ
れ
ら
は
契
沖
『
和
字
正
濫
鈔
』・
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』・
賀
茂
真
淵
『
万

葉
考
』・
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』・
賀
茂
真
淵
『
冠
辞
考
』・
建
部
綾
足
『
詞

草
小
苑
』・
契
沖
『
古
今
余
材
抄
』・
下
河
辺
長
流
『
枕
詞
燭
明
抄
』
を
そ

れ
ぞ
れ
指
し
て
い
よ
う
。
封
山
は
こ
の
頃
に
長
流
や
契
沖
か
ら
県
門
に
い

た
る
国
学
関
係
の
書
目
を
何
ら
か
の
必
要
が
あ
っ
て
書
き
留
め
た
よ
う
な

の
だ
が
、『
読
書
室
筆
記
』
に
国
学
関
係
の
書
名
が
登
場
す
る
の
は
こ
れ

が
最
初
の
例
と
な
る
。

　

じ
っ
さ
い
の
読
書
記
録
で
い
う
と
、
安
永
三
年
五
月
二
日
条
に
「
読
冠

辞
考
」
と
あ
る
の
が
初
例
と
な
る（

（2
（

。
真
淵
の
『
冠
辞
考
』
は
宝
暦
七
年
（
一

七
五
七
）
跋
刊
な
の
で
入
手
は
さ
し
て
難
し
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
以
後
に
『
読
書
室
筆
記
』
に
登
場
す
る
真
淵
関
係
の
著
作
は
、
い
ず
れ

も
封
山
が
入
手
し
た
時
点
で
は
刊
本
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
以
下

に
整
理
し
て
掲
げ
る
。

〇
源
実
朝
『
金
槐
和
歌
集
』（
真
淵
序
注
解
本
）：
安
永
五
年
三
月
七
日

「
訪
雲
翼
古
今
下
巻

金
槐
序
」・
安
永
十
年
二
月
十
五
日
「
校
金
槐
秀
逸
」・
同

十
八
日
「
校
金
槐
秀
逸
卒
業
」

〇
賀
茂
真
淵
『
万
葉
新
採
百
首
解
』：
安
永
五
年
四
月
二
十
五
日
「
附
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託
于
吉
郎
。
借
萬
葉
新
採
百
首
解
一
冊
。
持
帰
」・
同
五
月
十
四
日

「
帰
路
尋
今
城
。
声
母
伝
与
万
葉
新
採
解
代
借
」
同
十
六
日
「
校
正

萬
葉
新
採
」・
同
六
月
五
日
「
新
採
百
首
解
会
読
」・
安
永
七
年
九
月

二
十
五
日
「
読
新
採
解
」・
同
十
月
四
日
「
読
百
首
解
」

〇
賀
茂
真
淵
『
加
茂
真
淵
文
集
』：
安
永
五
年
六
月
二
十
五
日
「
読
加

茂
真
淵
文
集
」・
安
永
十
年
三
月
九
日
「
校
真
淵
文
」

〇
賀
茂
真
淵
『
語
意
考
』：
安
永
五
年
八
月
二
十
七
日
「
訪
淇
園
及
今
城
。

語
意
考
持
来
」・
同
二
十
九
日
「
写
語
意
考
」・
同
九
月
一
日
「
写
（
マ
マ
）意

考
」・
同
三
日
「
写
語
意
考
」・
同
四
日
「
語
意
考
卒
業
」・
安
永
七

年
一
月
四
日
・
同
六
日
「
読
語
意
考
」

〇
賀
茂
真
淵
『
百
人
一
首
古
説
』：
安
永
六
年
三
月
七
日
「
読
真
淵
百

人
一
首
古
説
」・
同
八
日
「
読
古
説
」・
同
十
日
「
読
百
人
一
首
古

説
」・
同
十
二
日
「
読
百
首
古
説
」・
同
十
四
日
・
同
十
八
日
・
同
二

十
二
日
「
読
古
説
」・
同
二
十
五
日
「
読
（
中
略
）
古
説
」・
同
二
十

六
日
・
同
四
月
九
日
・
同
十
三
日
・
同
十
九
日
「
読
古
説
」

〇
賀
茂
真
淵
『
延
喜
式
祝
詞
解
』：
安
永
六
年
八
月
八
日
「
持
研
及
祝

詞
解
」・
同
九
月
一
日
「
写
祝
詞
解
併
会
読
」・
同
四
日
「
写
祝
詞

解
」・
同
十
月
九
日
「
校
祝
詞
解
」

〇
賀
茂
真
淵
『
伊
勢
物
語
古
意
』：
安
永
六
年
十
二
月
二
十
一
日
・
安

永
七
年
一
月
十
四
日
「
読
勢
語
古
意
」・
同
十
六
日
・
同
十
八
日
・

同
二
十
日
・
同
二
十
二
日
・
同
二
十
四
日
「
読
古
意
」

『
読
書
室
筆
記
』
に
登
場
す
る
順
に
掲
げ
、
文
言
が
同
一
の
も
の
に
つ
い

て
は
適
宜
ま
と
め
て
あ
る
。
こ
う
し
た
未
刊
の
真
淵
書
の
み
な
ら
ず
、
県

門
を
は
じ
め
と
す
る
国
学
書
全
般
へ
の
言
及
も
少
な
く
な
い
。

〇
荷
田
在
満
『
国
歌
八
論
』：
安
永
三
年
五
月
二
十
七
日
「
読
国
歌
八
論
」

〇
村
上
影
面
『
采
藻
編
』（
宝
暦
十
二
年
跋
刊
）：
安
永
四
年
十
一
月
二

十
七
日
「
村
上
織
部
源
影
面
か
書
け
る
采
藻
編
の
難
弁
の
（
マ
マ
）読
侍
る
に
」

〇
建
部
綾
足
『
す
ず
み
ぐ
さ
』：
安
永
五
年
三
月
十
二
日
「
読
涼
艸
」

〇
加
藤
宇
万
伎
『
静
舎
随
筆
』：
安
永
六
年
六
月
二
十
三
日
「
読
静
舎

随
筆
。
田
安
公
問
宇
万
伎
答
也
」

〇
安
藤
為
章
『
年
山
打
聞
』：
安
永
九
年
六
月
十
日
「
訪
蒿
渓
年
山
打
聞
」

〇
村
上
影
面
『
古
今
和
歌
集
序
も
と
の
こ
こ
ろ
』（
明
和
六
年
刊
）：
天

明
三
年
三
月
二
十
一
日
「
看
古
今
旧
情
」

〇
荷
田
春
満
『
神
代
東
満
注
』：
天
明
六
年
八
月
十
三
日
「
看
神
代
東

満
注
」

〇
荷
田
在
満
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』：
天
明
六
年
閏
十
月
八
日
「
讀
大

嘗
会
具
釈
」

こ
ち
ら
は
『
読
書
室
筆
記
』
に
登
場
す
る
初
例
の
本
文
の
み
を
掲
げ
て
整
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理
し
た
。
そ
の
時
点
で
刊
本
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
（　

）
内
に

注
記
し
て
あ
る
。『
年
山
打
聞
』
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
と
、
本
居
宣

長
記
念
館
蔵
本
に
見
え
る
本
奥
書
の
ひ
と
つ
に
、

年
山
打
聞
二
巻
浪
華
高
載
陽
か
う
つ
せ
る
本
も
て
大
伴
蒿
溪
か
伝
え

写
せ
る
を
多
々
羅
有
香
又
人
を
や
と
ひ
て
写
し
を
さ
む　

お
の
れ
又

有
香
か
本
を
か
り
て
さ
ゝ
な
み
の
淡
海
な
る
故
郷
の
家
に
し
て　

安

永
庚
子
冬
十
月
十
一
日　

益
謙（

（3
（

と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
秋
成
と
も
親
し
い
大
坂
の
書
家
で
あ
る
高
載
陽

こ
と
高
安
蘆
屋
の
筆
写
本
を
伴
蒿
蹊
が
写
し
、
そ
れ
を
封
山
（
有
香
）
が

借
り
て
写
本
を
作
成
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
内
池
益
謙
が
安
永
九
年
（
一
七

八
〇
）
十
月
に
筆
写
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
該
奥
書
と
『
読
書
室

筆
記
』
と
の
記
事
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
益
謙
が
借
り
た
の
は
、

そ
の
四
カ
月
前
に
蒿
蹊
の
も
と
で
封
山
が
見
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
益
謙
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
旧
宇
万
伎
門
下
を
母
体
と
す
る
京
の
県

門
派
古
学
サ
ー
ク
ル
の
一
員
で
、
彼
ら
が
こ
の
時
期
盛
ん
に
国
学
書
の
貸

借
を
行
っ
て
い
た
事
実
を
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
京
の
県
門
派
古
学
サ
ー
ク
ル
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
宣
長
学

に
対
す
る
早
期
か
ら
の
関
心
が
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が（

（3
（

、
封
山
も
ま
た
宣
長

の
著
作
を
複
数
読
ん
で
い
る
。

〇
『
字
音
仮
字
用
格
』（
安
永
五
年
正
月
刊
）：
安
永
五
年
九
月
十
七
日

「
読
（
中
略
）
字
音
仮
字
用
格
」・
同
十
八
日
「
読
仮
字
用
格
」

〇
『
直
毘
霊
』：
安
永
七
年
二
月
二
十
二
日
・
同
二
十
四
日
「
読
直
霊
」

　

〇
『
古
事
記
伝
』：
安
永
八
年
四
月
十
七
日
・
同
十
八
日
「
読
古
事
記
伝
」

出
版
か
ら
間
も
な
い
『
字
音
仮
字
用
格
』
を
読
ん
で
い
る
点
も
注
目
さ
れ

る
が
、『
直
毘
霊
』
と
『
古
事
記
伝
』
は
こ
の
時
期
に
は
未
刊
の
著
作
で
、

ど
ち
ら
も
宣
長
な
い
し
そ
の
門
人
に
伝
手
が
な
け
れ
ば
入
手
は
難
し
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
安
永
年
間
の
宣
長
と
い
う
の
は
こ
の
『
字
音

仮
字
用
格
』
と
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊
『
草
庵
集
玉
箒
』
前
編
お
よ

び
同
八
年
刊
『
て
に
を
は
紐
鏡
』
の
三
点
を
刊
行
し
て
い
る
程
度
で
、
後

年
の
よ
う
な
知
名
度
を
い
ま
だ
得
て
は
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
時
期

に
未
刊
の
宣
長
著
を
含
め
て
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
関
連
書
を
読
ん
で
い
た
封

山
の
国
学
へ
の
傾
倒
は
単
に
ひ
と
わ
た
り
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
も
属
し
て
い
た
京
の
県
門
派
古
学
サ
ー

ク
ル
の
充
実
し
た
書
物
環
境
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
っ
た
。
封
山

が
宇
万
伎
の
死
を
そ
の
当
日
に
書
き
留
め
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
国
学

を
め
ぐ
る
人
と
書
物
の
濃
密
な
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
、
西
本
願
寺
の
万
葉
調

　

多
数
の
国
学
書
を
読
ん
だ
封
山
は
、
そ
の
知
見
を
じ
っ
さ
い
に
活
か
そ

う
と
す
る
。
そ
の
器
と
な
っ
た
の
が
和
歌
で
あ
っ
た
。
先
述
の
と
お
り
、

『
読
書
室
筆
記
』
に
は
封
山
が
折
々
に
詠
ん
だ
詩
歌
や
文
章
が
書
き
留
め

ら
れ
て
い
る
。

松
間
月　

関
雎
殿
当
座
十
五
日　

夜〇

す
か
ら
雲
も
か
ゝ
ら
ぬ
ま
つ
の
戸
に
あ
く
る
も
お
し
き
山
の
端
の
月

こ
れ
は
『
読
書
室
筆
記
』
第
一
冊
冒
頭
で
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
十

一
月
十
五
日
の
記
事
に
あ
た
る
。
歌
題
下
に
見
え
る
「
関
雎
殿
」
と
は
西

本
願
寺
内
に
あ
っ
た
殿
舎
で（

（3
（

、『
読
書
室
筆
記
』
に
は
「
関
雎
殿
当
御
稽

古
始
」（
安
永
三
年
春
条
）「
関
雎
殿
御
会
始
」（
安
永
六
年
二
月
三
日
条
）

「
関
雎
殿
宿
題
」（
安
永
二
年
正
月
条
）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
封
山
が

仕
え
て
い
た
文
如
な
ら
び
に
そ
の
父
で
西
本
願
寺
宗
主
の
法
如
が
主
催
す

る
歌
会
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
た
場
所
の
よ
う
で
あ
る
。
封
山
の
歌
は
、

松
の
戸
を
し
つ
ら
え
た
邸
内
か
ら
夜
通
し
眺
め
て
い
た
月
が
朝
を
迎
え
て

姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
の
を
惜
し
ん
だ
も
の
で
、
難
な
く
題
を
詠
み
こ
な
し

た
平
明
な
作
と
い
え
る
。

　

そ
こ
か
ら
四
年
を
経
た
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
封
山
の
詠
み
ぶ
り

に
変
化
が
兆
し
は
じ
め
る
。
同
年
六
月
三
日
条
の
全
文
を
示
す
。

三
日　

癸
卯
。
番
休
。
与
□
（
抹
消
）滝
氏
遊
嵯
峨
。
午
後
驟
雨
。
晩
帰
。

向
而
志
嵐
山
之
夕
日
影
夏
共
人
思
者
去
鳧

「
滝
氏
」
は
『
読
書
室
筆
記
』
に
何
度
か
登
場
す
る
人
物
な
が
ら
未
詳
。

彼
と
嵯
峨
野
に
遊
ん
だ
封
山
だ
が
、
午
後
に
は
に
わ
か
雨
に
見
舞
わ
れ
、

晩
に
帰
宅
し
て
い
る
。
そ
の
折
の
和
歌
の
表
記
が
漢
字
の
み
を
用
い
た
万

葉
書
に
さ
れ
て
い
る
。
訓
は
「
む
か
ひ
て
し
あ
ら
し
の
や
ま
の
ゆ
ふ
ひ
か

げ
な
つ
と
も
ひ
と
は
お
も
は
ざ
り
け
り
」
と
な
ろ
う
か
。
万
葉
書
自
体
は

伝
統
的
な
和
歌
書
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
近
世
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
も

の
で
、
近
世
国
学
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
和
歌
の
復
古
運
動
と
は
直
接
的

に
は
関
係
が
な
い（

（3
（

。
じ
っ
さ
い
こ
の
「
向
而
志
」
歌
も
歌
風
自
体
は
万
葉

調
と
は
い
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
封
山

は
こ
の
歌
を
詠
む
直
前
に
『
金
槐
和
歌
集
』
の
真
淵
注
解
本
や
真
淵
『
万

葉
新
採
百
首
解
』
を
読
ん
で
お
り
、
ま
た
こ
の
後
も
真
淵
の
著
作
を
盛
ん

に
読
み
続
け
て
い
る
。
だ
と
す
れ
は
、
当
該
和
歌
は
真
淵
が
主
唱
し
た
あ

た
ら
し
い
歌
風
で
あ
る
と
こ
ろ
の
万
葉
調
を
、
ま
ず
は
封
山
な
り
の
仕
方

で
受
け
止
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　

同
年
七
月
八
日
条
に
は
「
月
伏
樓
観
月
作
歌
」
と
の
題
で
「
瓢
形
之
天
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行
月
越
對
而
者
不
見
世
乃
人
越
篠
晴
楚
珠
流
」
の
一
首
が
記
さ
れ
る
。
訓

は
「
ひ
さ
か
た
の
あ
ま
ゆ
く
つ
き
を
む
か
ひ
て
は
み
ぬ
よ
の
ひ
と
を
し
の

ば
れ
ぞ
す
る
」
と
な
ろ
う
。
続
い
て
九
月
三
日
条
に
は
「
詠
木
犀
花
」
題

で
「
烏
玉
暗
西
行
度
瓢
形
乃
月
之
桂
乃
花
之
香
楚
橋
」
と
あ
る
。
結
句
に

や
や
疑
問
が
残
る
が
、
訓
は
「
ぬ
ば
た
ま
の
く
れ
に
し
ゆ
け
ど
ひ
さ
か
た

の
つ
き
の
か
つ
ら
の
は
な
の
か
ぐ
は
し
」
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
安

永
五
年
六
月
以
降
、
封
山
は
折
々
に
詠
ん
だ
歌
を
万
葉
書
に
す
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、『
読
書
室
筆
記
』
に
は
あ
い
か
わ
ら
ず
通
常
の
表
記
の
和

歌
も
書
か
れ
て
い
る
し
、
同
年
九
月
二
十
五
日
条
に
見
え
る
「
秋
懐
作
歌
」

題
で
の
「
蟋
蟀
伊
多
久
奈
鳴
楚
金
夜
乃
長
思
者
吾
劣
目
屋
」
は
、「
き
り

ぎ
り
す
い
た
く
な
な
き
そ
あ
き
の
よ
の
な
が
き
お
も
ひ
は
わ
れ
お
と
ら
め

や
」
と
訓
じ
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
藤
原
忠
房
歌

「
き
り
ぎ
り
す
い
た
く
な
鳴
き
そ
秋
の
夜
の
長
き
思
ひ
は
我
ぞ
ま
さ
れ
る
」

（
秋
上
・
一
九
六
）
と
結
句
が
わ
ず
か
に
異
な
る
ば
か
り
で
歌
意
も
同
一

と
い
う
ほ
か
な
く
、
さ
す
が
に
封
山
自
身
も
「
有
類
歌
可
除
」
と
の
注
記

を
添
え
て
い
る
。

　

こ
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
枕
詞
の
使
用
な
ど
は
認
め
ら
れ
る

も
の
の
、
歌
風
そ
の
も
の
は
『
万
葉
集
』
を
規
範
と
し
た
い
わ
ゆ
る
万
葉

調
か
ら
は
ま
だ
幾
分
の
距
離
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
年
十
二

月
二
十
九
日
条
の
「
𤩶
玉
之
年
終
之
一
夜
遠
毛
車
居
者
可
為
阿
賀
思
杼
知
」

（
訓
「
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
を
は
り
の
ひ
と
よ
を
も
く
る
ま
ゐ
す
べ
し
あ

が
お
も
ふ
ど
ち
」）
や
、
翌
年
の
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
正
月
元
旦
に

詠
ま
れ
た
「
朝
霞
起
出
見
者
内
日
刺
都
之
空
尓
春
立
下
」（
訓
「
あ
さ
が

す
み
お
き
い
で
て
み
ば
う
ち
ひ
さ
す
み
や
こ
の
そ
ら
に
は
る
た
つ
ら
し
も
」）

な
ど
は
着
想
も
表
現
も
お
お
む
ね
万
葉
調
と
い
っ
て
よ
い
詠
み
ぶ
り
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
歌
は
い
ず
れ
も
私
的
な
場
で
詠
ま
れ
た
も
の

の
よ
う
だ
が
、
安
永
六
年
二
月
三
日
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

三
日　

庚
子
。
晴
。
当
直
。
読
王
昌
、
劉
永
、
張
歩
、
李
憲
、
彭
寵
、

盧
芳
、
隗
囂
伝
。

　
　
　
　

処
々
春　

関
雎
殿
御
会
始

押
並
而
春
立
下
足
曳
山
尓
毛
野
尓
毛
霞
棚
引

こ
の
日
の
封
山
は
『
後
漢
書
』
を
読
み
進
め
、
ま
た
「
処
々
春
」
題
で
の

一
首
を
例
に
よ
っ
て
万
葉
書
に
し
て
い
る
。「
お
し
な
め
て
は
る
た
つ
ら

し
も
あ
し
び
き
の
や
ま
に
も
の
に
も
か
す
み
た
な
び
く
」
と
訓
じ
る
の
で

あ
ろ
う
。
詠
み
ぶ
り
も
や
は
り
万
葉
調
と
い
っ
て
よ
い
が
、
当
該
歌
は
注

記
に
「
関
雎
殿
」
と
あ
る
と
お
り
、
封
山
の
仕
え
る
文
如
も
出
席
す
る
西

本
願
寺
内
で
の
年
頭
の
和
歌
御
会
へ
出
詠
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

安
永
八
年
五
月
八
日
条
に
は
「
奉
寿
大
法
皇
七
十
初
度
歌
」
と
し
て
「
左
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酒
竹
乃
君
之
齡
者
万
代
尓
蟻
通
奉
仕
万
世
万
代
尓
」
の
一
首
が
見
え
る
。

訓
は
「
さ
す
た
け
の
き
み
の
よ
は
ひ
は
よ
ろ
づ
よ
に
あ
り
が
よ
ふ
つ
か
へ

ま
つ
ら
ん
よ
ろ
づ
よ
よ
ろ
づ
よ
に
」
か
。
旋
頭
歌
な
い
し
は
仏
足
石
歌
の

形
式
を
誤
認
し
た
も
の
か
と
思
し
い
が
、
当
該
和
歌
は
当
時
の
西
本
願
寺

宗
主
で
あ
っ
た
法
如
に
封
山
が
奉
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。

　

文
如
は
公
卿
の
柳
原
光
綱
な
ら
び
に
冷
泉
為
村
に
和
歌
を
学
ん
で
お

り
（
（3
（

、
こ
の
時
期
の
西
本
願
寺
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
に
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
蔵
『
例
月
兼
題
当
座
誌
』

は
安
永
九
年
中
の
同
寺
院
内
で
の
歌
会
記
録
だ
が
、
法
如
や
文
如
ら
と
と

も
に
「
有
香
」
の
名
で
封
山
の
詠
も
収
録
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
た
だ
、
同
書
所

収
の
封
山
の
詠
は
、
た
と
え
ば
「
け
ふ
よ
り
の
千
世
を
数
て
引
松
の
木
高

き
陰
に
す
ま
ん
と
そ
お
も
へ
は
」（
正
月
二
十
二
日
・
兼
題
「
子
日
松
」）

と
い
っ
た
も
の
で
、
万
葉
調
の
気
味
は
何
ら
認
め
ら
れ
な
い
。『
読
書
室

筆
記
』
で
も
、
和
歌
の
万
葉
書
は
安
永
八
年
八
月
十
五
日
条
に
見
え
る
「
月

前
懐
述
」
題
で
の
「
久
方
之
月
面
不
愛
月
見
者
唯
亡
人
之
面
影
楚
立
」（
安

永
六
年
十
二
月
六
日
に
没
し
た
封
山
の
親
し
い
友
人
で
西
本
願
寺
家
臣
と

思
し
き
平
匡
を
偲
ん
だ
も
の
）
が
最
後
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
、『
読
書
室

筆
記
』
に
は
日
記
中
に
知
友
な
ど
と
詩
歌
を
詠
じ
た
旨
の
記
載
は
あ
っ
て

も
、
詩
歌
自
体
が
ほ
ぼ
書
き
留
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
恐
ら
く
こ
の

頃
か
ら
折
々
の
詩
歌
に
つ
い
て
は
別
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
し

く
、
ま
た
封
山
の
万
葉
調
へ
の
向
き
合
い
か
た
に
も
変
化
が
生
じ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
い
っ
た
ん
整
理
す
る
。
封
山
は
賀
茂
真
淵
の
著
作

に
複
数
触
れ
つ
つ
あ
っ
た
安
永
五
年
六
月
頃
か
ら
和
歌
の
万
葉
書
を
試
み

る
よ
う
に
な
り
、
同
年
末
頃
に
は
本
格
的
に
万
葉
調
の
和
歌
を
詠
じ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
以
後
、
私
的
な
場
面
ば
か
り
で
な
く
西
本
願
寺
内
の
歌

会
な
ど
の
公
的
な
場
で
も
万
葉
調
の
和
歌
を
出
詠
す
る
よ
う
に
な
る
が
、

安
永
八
年
後
半
頃
に
は
そ
う
し
た
万
葉
調
へ
の
熱
意
も
徐
々
に
薄
れ
て
い
っ

た
模
様
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
現
存
す
る
安
永
九
年
中
の
西
本
願
寺
内
で
の

歌
会
記
録
に
見
え
る
封
山
の
詠
は
万
葉
調
と
は
見
な
し
が
た
い
。

　

封
山
の
万
葉
調
へ
の
傾
倒
は
こ
の
よ
う
に
三
年
間
ほ
ど
の
ご
く
短
期
間

で
あ
っ
た
し
、
彼
の
活
動
が
西
本
願
寺
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
実
態
が
わ
か
る
資
料
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
の
賀
茂
真
淵
が
唱
え

た
万
葉
調
の
和
歌
が
、
真
淵
没
後
ほ
ど
な
く
し
て
京
都
の
西
本
願
寺
内
の

人
間
に
よ
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、
寺
院
内
で
の
歌
会
等
で
万
葉
調
和
歌
が

詠
じ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
従
来
ま
っ
た
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
か

り
に
そ
れ
が
封
山
個
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
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や
は
り
万
葉
調
伝
播
を
め
ぐ
る
近
世
和
歌
史
上
の
ひ
と
齣
と
し
て
相
応
の

注
意
を
払
わ
れ
て
よ
い
現
象
か
と
思
わ
れ
る
。

六
、『
万
葉
集
』
の
会
読
と
建
碑

　

真
淵
の
著
作
を
読
み
、
ま
た
み
ず
か
ら
の
詠
歌
に
万
葉
調
を
摂
り
入
れ

よ
う
と
し
て
い
た
封
山
は
、
同
時
に
原
典
で
あ
る
『
万
葉
集
』
に
も
触
れ

て
い
る
。『
読
書
室
筆
記
』
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
九
月
二
十
二
日
条

に
「
写
万
葉
五
葉
」
と
あ
る
の
が
そ
の
初
例
で
、
そ
の
二
日
後
の
同
月
二

十
四
日
条
に
は
「
写
万
葉
四
葉
」
と
あ
る
。
少
し
間
を
お
い
て
安
永
六
年

一
月
一
日
に
「
読
万
葉
」、
同
二
日
に
「
写
万
葉
」、
同
四
日
に
「
読
万
葉
」、

同
五
日
及
び
八
日
に
「
写
万
葉
」
と
も
あ
る
の
で
、
封
山
は
こ
の
こ
ろ
集

中
し
て
『
万
葉
集
』
の
書
写
と
読
書
を
進
め
た
ら
し
い
。
同
年
三
月
十
二

日
条
に
は
「
午
後
赴
万
葉
会
」
と
あ
っ
て
、『
万
葉
集
』
の
会
読
に
も
参

加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
九
月
十
六
日
に
は
「
写
古
万
葉
」、

同
十
九
日
に
「
写
万
葉
」
と
あ
っ
て
、
翌
二
十
日
に
「
万
葉
卒
業
」
と
あ

り
、
こ
の
日
に
全
巻
を
書
写
し
、
通
読
を
果
た
し
た
よ
う
だ
。
前
節
で
見

て
き
た
安
永
五
年
以
降
の
封
山
の
万
葉
調
へ
の
傾
倒
は
、
ま
さ
に
彼
が
『
万

葉
集
』
を
読
み
、
盛
ん
に
書
写
し
て
い
た
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
読
書
室
筆
記
』
に
は
魚
足
お
よ
び
今
城
な
る
人
名
が
頻

出
す
る
。
前
者
は
の
べ
三
十
回
以
上
、
後
者
は
七
十
回
以
上
登
場
す
る
。

こ
の
二
名
の
説
が
加
藤
宇
万
伎
な
ら
び
に
賀
茂
真
淵
関
係
の
書
物
の
い
く

つ
か
に
「
魚
足
云
」「
今
城
云
」
な
ど
と
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
彼
ら
も
ま
た
旧
宇
万
伎
門
下
を
母
体
と
す
る
京
都
の
県
門
派
古
学

サ
ー
ク
ル
の
構
成
員
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
か
つ
て
論
及
し
た
こ
と

が
あ
る（

（3
（

。
そ
の
時
点
で
は
彼
ら
の
素
性
は
ま
っ
た
く
の
不
明
だ
っ
た
の
だ

が
、
ど
う
や
ら
封
山
が
参
加
し
た
「
万
葉
会
」
は
、
こ
の
魚
足
と
今
城
が

主
体
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
の
で
あ
る
。

　

以
下
、『
読
書
室
筆
記
』
の
記
述
か
ら
、
従
来
お
ぼ
ろ
げ
で
あ
っ
た
彼

ら
の
輪
郭
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
い
。
魚
足
の
素
性
に
関
し
て
は
安
永
五

年
十
月
十
六
日
条
の
「
午
後
訪
魚
足
、
還
医
言
」、
お
よ
び
そ
の
前
月
九

月
二
十
一
日
条
の
「
周
平
持
医
言
来
」
と
の
記
事
が
手
掛
か
り
と
な
る
。

同
年
九
月
二
十
二
日
条
に
「
読
行
余
医
言
」
と
も
あ
る
の
で
、「
医
言
」

は
香
川
修
庵
の
医
書
『
一
本
堂
行
余
医
言
』
と
断
じ
て
よ
い
。
な
お
、
同

書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
な
の
で
、
こ
こ
で
貸
借

さ
れ
て
い
る
の
は
写
本
で
あ
る
。
さ
て
「
周
平
」
が
持
参
し
た
書
物
を
魚

足
に
返
却
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
両
者
は
同
一
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
安
永
五
年
正
月
十
日
条
に
「
内
池
周
平
諸
魚
江
州
八
幡
人
」
と
あ
り
、
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同
年
九
月
十
六
日
条
に
「
訪
内
池
諸
魚
、
今
城
」
と
も
あ
る
の
で
、
魚
足

は
先
に
も
触
れ
た
京
都
の
旧
宇
万
伎
門
人
で
、
近
江
八
幡
の
商
家
に
出
自

を
持
つ
医
師
内
池
益
謙
の
こ
と
と
判
明
す
る
。
魚
足
説
の
書
入
に
「
池
魚

足
云
」
と
冠
し
た
も
の
が
あ
る
が（

（3
（

、
内
池
姓
を
修
し
て
「
池
」
と
し
て
い

た
模
様
で
あ
る
。

　

今
城
に
関
し
て
は
や
や
曖
昧
な
部
分
も
残
る
が
、
礪
波
今
道
と
同
一
人

物
で
あ
る
可
能
性
が
つ
よ
く
示
唆
さ
れ
る
。
ま
ず
山
本
読
書
室
資
料
中
に

「
今
城
」
も
し
く
は
「
と
な
み
の
い
ま
き
」
と
署
名
あ
る
自
筆
の
和
歌
詠

草
と
和
文
が
あ
り（

（3
（

、
こ
こ
か
ら
彼
が
礪
波
姓
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

じ
っ
さ
い
『
読
書
室
筆
記
』
安
永
六
年
三
月
十
七
日
条
に
は
「
郷
書
托
今

城
」
と
あ
り
、
封
山
は
郷
里
高
岡
へ
の
手
紙
を
今
城
に
託
し
て
い
る
。
彼

が
礪
波
姓
を
名
乗
る
の
は
越
中
国
礪
波
郡
の
出
身
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
か

ら
、
こ
れ
も
整
合
的
で
あ
る
。
さ
て
山
本
読
書
室
資
料
中
に
は
礪
波
今
道

が
詠
じ
た
読
書
室
四
詠
の
自
筆
詠
草（

（4
（

が
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
筆
跡
は

今
城
の
も
の
と
酷
似
す
る
。
先
述
の
通
り
今
道
も
今
城
も
『
読
書
室
筆
記
』

に
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
名
前
で
、
繰
り
返
し
と
な
る
が
今
道
の
名
は
安

永
六
年
十
二
月
五
日
か
ら
天
明
六
年
六
月
十
三
日
ま
で
百
六
十
回
登
場
す

る
。
他
方
の
今
城
の
登
場
は
今
道
よ
り
や
や
早
く
、
安
永
二
年
五
月
十
日

五
月
十
日
が
初
回
で
、
最
後
に
登
場
す
る
の
は
天
明
二
年
十
二
月
九
日
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
登
場
時
期
に
重
複
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
た
と
え
ば

安
永
七
年
一
月
十
二
日
条
お
よ
び
翌
十
三
日
条
に
は
、

十
二
日　

癸
酉
。
晴
。
番
休
。
上
大
閤
垨
。
夜
訪
常
盤
、
今
城
。

十
三
日　

甲
戌
。
雨
。
訪
常
盤
、
今
道
。
当
直
。
読
西
城
伝
。

と
あ
り
、
今
道
と
今
城
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
封
山
は
同
じ
人

物
を
翌
日
に
異
な
る
呼
称
で
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、『
読

書
室
筆
記
』
に
お
い
て
今
道
と
今
城
が
同
日
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、

さ
ら
に
い
え
ば
第
二
節
で
も
引
い
た
安
永
七
年
五
月
二
十
八
日
条
に
「
自

今
城
見
贈
秋
成
文
及
歌
」
と
あ
っ
て
、
今
城
は
上
田
秋
成
と
も
相
識
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
だ
不
可
解
な
部
分
が
残
る
た
め
現
時
点
で
は
断
定

は
控
え
た
い
が
、
以
下
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
今
道
と
今
城
と
を
同
一
人

物
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
右
の
引
用
文

中
に
見
え
る
「
常
盤
」
は
、
冬
虫
夏
草
の
多
色
刷
図
譜
で
あ
る
『
夏
草
冬

虫
之
図
』
を
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
跋
を
付
し
て
刊
行
し
た
小
野
蘭

山
門
の
儒
医
・
本
草
家
柚
木
常
盤
（
一
七
六
三
～
一
八
〇
九
）
で
あ
る
。

　

人
物
考
証
の
た
め
に
論
が
迂
回
し
て
し
ま
っ
た
が
、
内
池
益
謙
と
礪
波

今
道
は
と
も
に
加
藤
宇
万
伎
の
門
人
で
あ
り
、
封
山
は
彼
ら
と
の
交
流
の

な
か
で
国
学
関
係
の
情
報
や
書
物
を
得
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
先

に
触
れ
た
封
山
が
安
永
六
年
三
月
十
二
日
に
赴
い
た
「
万
葉
会
」
だ
が
、
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こ
の
前
後
に
封
山
は
益
謙
が
開
い
て
い
た
会
に
し
ば
し
ば
参
加
し
て
い
る

こ
と
が
『
読
書
室
筆
記
』
の
記
述
か
ら
判
明
す
る
。
安
永
六
年
正
月
十
一

日
条
に
「
夜
赴
魚
足
会
」
と
あ
る
の
が
初
回
だ
が
、
こ
の
回
も
含
め
て
安

永
六
年
中
の
月
ご
と
の
「
魚
足
会
」
の
開
催
日
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

正
月　

十
二
日
・
十
七
日
・
二
十
一
日

二
月　

一
日
・
七
日
・
十
一
日
・
十
七
日
・
二
十
一
日
・
二
十
七
日

三
月　

十
八
日
・
二
十
二
日
・
二
十
六
日

四
月　

五
日
・
十
五
日
・
十
九
日
・
二
十
五
日
・
二
十
九
日

五
月　

九
日

五
月
九
日
条
に
「
午
後
赴
魚
足
会
、
会
暫
休
」
と
あ
り
、
こ
の
日
を
最
後

に
し
ば
し
休
会
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
年
後
の
安
永
八
年
五
月
七
日

条
に
「
午
後
魚
足
会
」
と
あ
っ
て
一
時
復
活
し
た
模
様
だ
が
、『
読
書
室

筆
記
』
に
は
こ
れ
以
降
「
魚
足
会
」
に
関
す
る
記
事
は
な
い
。

　

さ
て
、
右
に
月
ご
と
の
開
催
日
を
ま
と
め
た
の
は
、
こ
の
会
が
安
永
六

年
の
正
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
お
お
む
ね
四
日
か
ら
十
日
お
き
に
定
期
開

催
さ
れ
て
い
た
事
実
を
可
視
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
封
山
が
参
加
し
た
「
万

葉
会
」
の
開
催
日
で
あ
る
同
年
三
月
十
二
日
は
「
魚
足
会
」
の
開
催
ペ
ー

ス
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
と
な
る
と
封
山
が
赴
い
た
「
万
葉
会
」
は
内

池
益
謙
邸
で
行
わ
れ
て
い
た
『
万
葉
集
』
の
会
読
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

　

ま
た
『
読
書
室
筆
記
』
安
永
八
年
五
月
二
十
一
日
条
に
「
赴
今
城
会
」

と
あ
り
、
同
年
六
月
一
日
条
に
は
「
午
後
今
道
会
、
賜
酒
宴
于
家
」、
ま

た
同
十
二
日
条
に
「
伯
厚
小
集
」
と
も
あ
る
。
伯
厚
は
内
池
益
謙
の
字
だ

が
、「
伯
厚
会
」
あ
る
い
は
「
伯
厚
宅
」
も
し
く
は
「
今
道
宅
」
で
の
会

合
へ
と
封
山
が
赴
い
た
旨
の
記
事
が
こ
れ
以
後
や
は
り
定
期
的
に
登
場
す

る
。
は
っ
き
り
と
会
読
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
記
述
と
し
て
は
安
永
九

年
五
月
三
日
条
の
「
会
読
伯
厚
宅
」
が
最
後
の
よ
う
だ
が
、
今
道
・
益
謙
・

封
山
ら
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
会
読
の
場
で
『
万
葉
集
』
が
読
ま
れ
て

い
た
こ
と
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
現
存
す
る
山
本
読
書
室
旧
蔵
『
万
葉

集
』
版
本
に
今
城
・
魚
足
説
の
書
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
白

で
あ
る（

（4
（

。

　

真
淵
学
な
ら
び
に
『
万
葉
集
』
に
対
す
る
封
山
の
熱
量
は
安
永
年
間
の

後
半
に
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
こ
れ
以
後

は
『
読
書
室
筆
記
』
に
国
学
関
係
の
書
物
が
登
場
す
る
回
数
は
減
少
し
、

ま
た
既
述
の
と
お
り
万
葉
調
の
和
歌
を
詠
む
こ
と
も
控
え
る
よ
う
に
な
っ

た
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
二
十
年
ほ
ど
を
経
て
、
封
山
は
ふ
た

た
び
『
万
葉
集
』
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　
『
万
葉
集
』
巻
十
七
か
ら
巻
十
九
に
は
、
大
伴
家
持
が
現
在
の
富
山
県
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氷
見
市
の
仏
生
寺
川
流
域
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
潟
湖
で
あ
る
布
勢
水
海
を

遊
覧
し
た
際
に
詠
じ
た
歌
群
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
布
勢
水
海
は
近
世
期

に
は
干
拓
等
に
よ
っ
て
す
で
に
そ
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
た
が
、

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
湖
中
の
孤
島
に
比
定
さ
れ
て
い
た
布
勢
の
円

山
に
「
大
伴
家
持
卿
遊
覧
之
地
」
と
刻
し
た
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
建

碑
の
経
緯
を
記
し
た
銘
文
を
撰
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
封
山
で
あ
っ
た
。

当
該
碑
文
に
よ
る
と
、
高
岡
の
有
力
町
人
で
あ
る
服
部
叔
信
こ
と
天
野
屋

三
郎
左
衛
門
が
、
か
つ
て
家
持
が
そ
の
景
観
を
愛
し
た
布
勢
水
海
が
往
古

の
姿
を
と
ど
め
ず
湮
滅
し
て
ゆ
く
こ
と
を
惜
し
み
、
封
山
と
相
計
り
、
ま

た
橋
本
経
亮
の
協
力
も
得
て
公
卿
花
山
院
愛
徳
に
「
大
伴
家
持
卿
遊
覧
之

地
」
の
九
字
の
揮
毫
を
請
い
、
当
地
の
故
事
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
建
碑

し
た
も
の
で
、
碑
文
の
末
尾
に
は
「
享
和
二
年
五
月
十
八
日
山
本
有
香
謹

識
」
と
あ
る（

（4
（

。
ち
な
み
に
建
碑
を
企
て
た
服
部
叔
信
は
蘐
園
派
の
漢
詩
人

服
部
南
郭
の
同
族
で
あ
る
。

　

こ
の
「
大
伴
家
持
卿
遊
覧
之
地
」
碑
は
越
中
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
関

係
の
碑
の
な
か
で
は
最
古
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
自
身
の
郷

里
に
関
わ
る
も
の
と
は
い
え
、
儒
医
で
あ
っ
た
封
山
が
な
ぜ
建
碑
に
関
わ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
く
に
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
叙
上
の
よ
う
に
封
山
は
安
永
年
間
後
半
に
『
万
葉
集
』
な
ら
び

に
真
淵
学
へ
と
大
い
に
傾
倒
し
て
い
た
の
だ
し
、
建
碑
に
関
与
し
た
い
ま

ひ
と
り
の
橋
本
経
亮
と
の
関
係
も
、
京
の
県
門
派
古
学
サ
ー
ク
ル
を
通
じ

た
交
流
が
機
縁
と
考
え
て
よ
い
。
封
山
は
京
都
に
お
い
て
江
戸
の
真
淵
学

に
出
会
い
、
同
郷
の
今
道
ら
同
好
の
友
人
ら
と
と
も
に
、
郷
里
越
中
を
詠

じ
た
『
万
葉
集
』
の
大
伴
家
持
ら
の
歌
群
を
含
め
て
会
読
を
行
っ
て
い
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
彼
が
安
永
年
間
後
半
に
『
万
葉
集
』
を
通
じ
て
郷
土
を

再
発
見
し
た
延
長
線
上
に
、
こ
の
享
和
二
年
の
建
碑
が
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
恐
ら
く
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
の
建
碑
が
行
わ
れ
た
翌
年
の
享
和
三
年
末
に
は
越
中
の
浄
土
真
宗
の

触
頭
で
あ
っ
た
勝
興
寺
の
第
十
九
世
法
薫
（
一
七
五
八
～
一
八
三
一
）
が

『
布
施
湖
八
勝
』
と
い
う
書
画
巻
を
編
纂
し
て
い
る
（
勝
興
寺
蔵
）。
巻
頭

に
往
古
の
布
勢
水
海
の
姿
を
描
い
た
原
在
中
の
絵
を
置
き
、
伏
原
宣
光
の

序
に
続
い
て
、
園
基
理
・
芝
山
持
豊
・
葉
室
頼
寿
・
西
大
路
隆
明
・
桜
井

供
秀
・
堀
川
親
実
・
東
園
基
仲
・
芝
山
国
豊
と
い
う
公
家
八
名
が
「
布
勢

湖
」「
二
上
山
」
な
ど
『
万
葉
集
』
に
登
場
す
る
布
勢
水
海
周
辺
の
八
景

を
題
に
詠
じ
た
自
筆
の
和
歌
が
あ
り
、
芝
山
持
豊
と
法
薫
の
跋
を
備
え
る
。

附
帯
す
る
目
録
に
よ
る
と
外
題
を
揮
毫
し
た
の
は
「
大
伴
家
持
卿
遊
覧
之

地
」
の
九
字
と
同
じ
花
山
院
愛
徳
で
あ
る
。
勝
興
寺
住
職
の
法
薫
（
闡
郁
）

は
西
本
願
寺
第
十
七
世
法
如
の
子
息
で
あ
り
、
封
山
が
仕
え
た
文
如
と
は
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血
縁
上
の
兄
弟
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
該

書
画
巻
の
制
作
に
も
封
山
の
何
ら
か
の
関
与
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
よ
う
。
じ
っ
さ
い
原
在
中
に
よ
る
布
勢
水
海
の
絵
に
は
中
央
に
布
勢
の

円
山
と
思
し
き
丸
い
形
の
孤
島
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

当
該
書
画
巻
を
も
と
に
『
布
勢
湖
八
勝
』
と
題
し
た
小
冊
子
が
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）
春
の
跋
文
を
付
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
跋
文
の

全
文
を
掲
げ
る（

（4
（

。

こ
は
こ
し
の
中
つ
く
に
な
る
雲
龍
山
勝
興
寺
の
闡
郁
上
人
ひ
め
お
か

れ
け
る
一
ま
き
の
う
つ
し
な
り
。
か
く
も
の
し
給
ひ
し
よ
し
を
こ
の

み
ち
の
す
き
人
を
ち
こ
ち
つ
た
へ
き
ゝ
て
、
こ
ひ
み
ん
こ
と
を
ね
か

ふ
に
、
し
は
〳
〵
い
な
み
か
た
く
て
、
こ
た
ひ
板
に
は
ゑ
ら
れ
た
る

な
り
け
り
。
か
の
上
人
の
も
と
め
に
よ
り
て
駿
河
守
昌
敷
つ
た
な
き

ふ
む
て
を
と
り
ぬ
。
時
は
文
化
と
い
ふ
と
し
の
は
し
ま
れ
る
春
に
な

ん
あ
り
け
る
。

こ
の
跋
文
を
書
い
た
の
は
大
炊
御
門
家
の
諸
大
夫
で
、
香
川
景
樹
門
の
桂

園
派
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
山
本
昌
敷
で
あ
る
。
出
版
に
際
し
て
こ
の
昌

敷
が
板
下
書
を
作
成
し
た
よ
う
で
、
原
本
に
お
け
る
各
人
の
書
の
趣
き
は

失
わ
れ
て
い
る
。
原
在
中
の
描
い
た
布
勢
水
海
絵
に
関
し
て
も
、
原
本
と

は
落
款
お
よ
び
署
名
が
異
な
り
、
構
図
も
わ
ず
か
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、

恐
ら
く
出
版
に
際
し
て
改
め
て
在
中
が
板
下
用
に
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
も
、
こ
の
享
和
末
か
ら
文
化
初
頭
の
京
都
な
ら
び
に
越
中
高
岡

で
は
、
い
に
し
え
の
布
勢
水
海
の
存
在
が
に
わ
か
に
話
題
と
な
っ
て
い
た

模
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
出
来
事
の
背
景
に
、
寛
政
以
降
の
国
学

の
流
行
と
そ
れ
に
伴
う
『
万
葉
集
』
の
漸
進
的
な
地
位
上
昇
を
見
て
と
る

こ
と
は
た
や
す
い
。
し
か
し
さ
ら
に
そ
こ
に
、
か
つ
て
封
山
が
西
本
願
寺

内
で
詠
じ
た
万
葉
調
の
和
歌
の
か
そ
け
き
響
き
を
聴
き
と
る
こ
と
も
、
あ

る
い
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
儒
医
山
本
封
山
の
日
記
『
読
書
室
筆
記
』
を
分
析
対
象
と
し

て
、
彼
が
当
時
に
お
い
て
新
興
の
学
問
で
あ
っ
た
国
学
を
受
容
し
た
、
京

坂
の
県
門
派
古
学
サ
ー
ク
ル
の
一
員
で
あ
っ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
あ
わ
せ
て
封
山
が
同
サ
ー
ク
ル
の
構
成
員
で
も
あ
っ
た
上
田
秋
成
の

著
作
『
雨
月
物
語
』
を
刊
行
直
後
に
読
ん
で
い
た
事
実
を
示
し
、
小
説
類

や
国
学
書
な
ど
の
旺
盛
な
読
書
活
動
を
跡
づ
け
、
同
サ
ー
ク
ル
内
に
お
け

る
『
万
葉
集
』
の
会
読
に
封
山
が
定
期
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た

そ
う
し
た
知
見
に
基
づ
い
た
万
葉
調
の
詠
歌
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
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を
行
っ
た
。

　

た
だ
し
、
以
上
の
本
稿
で
の
考
察
は
あ
く
ま
で
も
『
読
書
室
筆
記
』
の

一
面
を
対
象
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
い
ち
お
う
断
っ
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
今
回
と
り
あ
げ
た
の
は
封
山
の
国
学
受
容
に
関
わ
る
論
点
の
み

で
あ
っ
て
、『
読
書
室
筆
記
』
に
は
そ
れ
以
外
に
も
き
わ
め
て
多
数
の
漢

籍
や
医
書
、
ま
た
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
和
書
の
書
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
漢
学
者
や
医
師
、
西
本
願
寺
関
係
者
な
ど
多
様
な
人
名
も
見
え
る
。

『
読
書
室
筆
記
』
を
総
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
な
が

ら
そ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
も
充
分
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、

今
回
は
論
者
の
力
量
な
ら
び
に
準
備
の
不
足
も
あ
り
、
そ
こ
ま
で
に
至
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

問
題
を
国
学
に
限
っ
て
も
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
九
月
十
日
条
に

「
於
清
風
樓
初
謁
海
量
師
」
と
登
場
し
て
以
来
、
封
山
と
親
し
く
交
わ
っ

た
浄
土
真
宗
の
僧
に
し
て
賀
茂
真
淵
門
の
国
学
者
で
も
あ
っ
た
海
量
（
一

七
三
三
～
一
八
一
七
）
と
の
関
わ
り
や
、
同
年
十
月
十
日
条
に
「
夜
会
于

醉
桃
舎
詠
片
歌
」
な
ど
と
主
と
し
て
建
部
綾
足
が
唱
え
た
古
代
歌
謡
の
一

形
式
で
あ
る
片
歌
を
封
山
ら
が
詠
じ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
十

日
条
な
ど
に
「
校
催
馬
楽
」
と
あ
っ
て
、
古
代
歌
謡
の
催
馬
楽
の
校
訂
を

行
っ
て
い
た
ら
し
い
点
な
ど
、
本
稿
で
は
充
分
に
論
じ
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
論
点
は
い
ま
だ
残
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
読
書
室
筆
記
』
に
は

安
永
年
間
に
京
都
で
開
催
さ
れ
て
い
た
書
画
展
観
会
や
奇
石
会
に
関
す
る

記
事
な
ど
も
見
え
る
。

　

も
と
よ
り
『
読
書
室
筆
記
』
自
体
か
な
り
の
分
量
が
あ
り
、
ま
た
そ
の

内
容
を
十
全
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
約
七
千
五
百
点
に
も
お
よ
ぶ
山
本

読
書
室
資
料
や
、
西
尾
市
岩
瀬
文
に
現
存
す
る
読
書
室
旧
蔵
資
料
の
全
容
、

ま
た
当
時
の
西
本
願
寺
関
係
の
史
料
な
ど
を
も
含
め
て
関
連
文
献
へ
の
幅

ひ
ろ
い
目
く
ば
せ
が
必
要
と
な
る
。
今
回
は
論
点
を
国
学
関
連
に
局
限
し

て
考
察
を
試
み
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
見
落
と
し
や
過
誤
が
あ
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。
本
稿
を
ひ
と
ま
ず
「
序
説
」
と
称
し
た
ゆ
え
ん
で

あ
る
。
残
さ
れ
た
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
が
、
す
く

な
く
と
も
『
読
書
室
筆
記
』
が
、
安
永
・
天
明
期
の
雅
文
壇
の
諸
動
向
を

理
解
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
議
論

か
ら
も
疑
い
を
容
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

注
（
1
）	
山
本
読
書
室
の
沿
革
に
つ
い
て
は
遠
藤
正
治
『
読
書
室
2
0
0

年
史
』（
山
本
読
書
室
、
一
九
八
一
）
に
詳
し
い
。
歴
彩
館
寄
託
の
山
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本
読
書
室
資
料
に
関
し
て
は
、
同
館
へ
の
寄
託
以
前
の
二
〇
一
四
に
松

田
清
編
『
山
本
読
書
室
仮
目
録 

統
合
電
子
版
』（https://m

atsuda-

kiyoshi.com
/dokusho.pdf

）
が
編
纂
さ
れ
、
ま
た
松
田
清
『
京
の
学

塾　

山
本
読
書
室
の
世
界
』（
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
）

で
は
図
版
を
示
し
つ
つ
多
く
の
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
松
田

清
「
山
本
章
夫
筆
山
本
亡
羊
伝
「
先
人
言
行
録
」
に
つ
い
て
」（『
近
世

京
都
』第
四
号
、二
〇
二
一
）な
ど
同
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
備
わ
る
。

ま
た
文
学
研
究
の
領
域
で
は
神
谷
勝
広
『
近
世
文
芸
と
そ
の
周
縁
―
上

方
編—

』（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
四
）
が
歴
彩
館
寄
託
の
山
本
読
書
室

資
料
に
含
ま
れ
る
上
田
秋
成
の
和
歌
資
料
な
ど
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て

い
る
ほ
か
、
加
藤
弓
枝
「
蘆
庵
門
の
俊
秀
歌
人
山
本
世
竜
に
つ
い
て
―

本
草
の
家
平
安
読
書
室
と
和
学
―
」（『
東
海
近
世
』
第
十
四
号
、
二
〇

〇
四
）
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
所
蔵
す
る
山
本
読
書
室
旧
蔵
資
料
に
基

づ
い
て
封
山
の
息
で
あ
る
世
龍
（
伯
賢
）
の
歌
人
と
し
て
の
側
面
に
光

を
当
て
て
い
る
。

（
2
）	

注
１
前
掲
松
田
清
編
『
山
本
読
書
室
仮
目
録 

統
合
電
子
版
』
で

は
「
読
書
室
筆
記　

封
山
草
稿
」、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
で
は

「（
山
本
封
山
先
生
草
稿
・
山
本
封
山
先
生
日
記
）」
と
の
総
称
で
整
理

さ
れ
て
い
る
十
八
冊
（
目
録
番
号
二
三
四
二
）
を
本
稿
で
は
『
読
書
室

筆
記
』
と
総
称
す
る
。『
山
本
読
書
室
仮
目
録 

統
合
電
子
版
』
で
の
目

録
番
号
は
四
三
四
二
。
現
在
、歴
彩
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
（https://

w
w
w
.archives.kyoto.jp/?p=8171

）
で
は
『
山
本
読
書
室
仮
目
録 

統
合
電
子
版
』
に
お
い
て
各
資
料
に
付
さ
れ
た
番
号
を
「
松
田
氏
仮
目

録
番
号
」
と
呼
称
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
目
録
番
号
」
と
略
記
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
上
記
の
十
八
冊
と
は
別
に
、『
読
書
室
筆

記
』
と
題
さ
れ
た
一
冊
が
あ
る
（
目
録
番
号
三
三
六
九
）。
表
紙
に
「
読

書
室
筆
記　

安
永
三
年
甲
午
之
春
」
と
墨
書
さ
れ
た
こ
の
一
冊
は
、
封

山
が
執
筆
し
た
短
文
の
文
章
や
諸
書
か
ら
の
抜
書
を
主
体
と
し
た
雑
記

の
類
で
、
上
述
の
『
読
書
室
筆
記
』
十
八
冊
と
は
資
料
的
な
性
格
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
3
）	

山
本
封
山
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
富
士
川
游「
山
本
封
山
先
生
」（『
中

外
医
事
新
報
』三
三
六
号
、一
八
九
四
）お
よ
び『
高
岡
史
料
』下
巻（
高

岡
市
、
一
九
〇
九
）
の
「
山
本
中
郎
」
項
、
ま
た
注
１
前
掲
の
遠
藤
正

治
『
読
書
室
2
0
0
年
史
』、
注
１
前
掲
松
田
清
「
山
本
章
夫
筆
山
本

亡
羊
伝
「
先
人
言
行
録
」
に
つ
い
て
」
収
録
の
山
本
章
夫
『
先
人
言
行

録
』
の
翻
字
並
び
に
注
釈
・
解
説
な
ど
に
よ
っ
た
が
、
私
に
補
訂
を
加

え
た
部
分
に
つ
い
て
は
適
宜
根
拠
資
料
を
注
記
し
た
。

（
4
）	

『
吉
益
家
門
人
録
』
の
引
用
は
町
泉
寿
郎
「
吉
益
家
門
人
録
（
一
）」
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（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
一
）
の
東
京
大
学

医
学
図
書
館
呉
秀
三
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
翻
刻
に
よ
っ
た
。
な
お
、

当
該
翻
刻
に
よ
れ
ば
『
吉
益
家
門
人
録
』
の
諸
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
奥

田
本
で
は
「
中
即
」
の
部
分
が
「
仲
助
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
封
山
の
字
で
あ
る
「
中
郎
（
仲
良
あ
る
い
は

仲
郎
と
も
表
記
）」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

（
5
）	

注
１
前
掲
松
田
清
「
山
本
章
夫
筆
山
本
亡
羊
伝
「
先
人
言
行
録
」

に
つ
い
て
」
の
引
く
山
本
亡
羊
「
口
上
書
修
正
稿
」（
目
録
番
号
二
二

九
四
‐
一
五
）
に
「
明
和
四
年
養
子
罷
成
、
翌
年
養
子
聞
届
有
之
」
と

あ
り
、
ま
た
同
論
文
が
紹
介
す
る
山
本
榕
室
「
先
人
履
歴
」（
目
録
番

号
二
二
九
四
‐
四
）
の
記
事
に
よ
る
。
な
お
こ
れ
に
加
え
て
、
山
本
貞

徳
筆
と
思
し
き
「
山
本
与
右
衛
門
多
々
良
貞
徳
出
勤
控
」（
目
録
番
号

二
三
一
四
‐
二
）冒
頭
に
あ
る
山
本
貞
徳
の
略
歴
の
明
和
五
年
条
に「
正

月
越
中
高
岡
日
下
氏
二
男
仲
郎
有
香
養
子
聟
ニ
仕
度
段
窺
書
年
行
事
迄

差
出
ス
」
と
あ
り
、
ま
た
同
七
年
条
に
「
四
月
中
郎
有
香
綱
所
衆
ニ
被

差
出
新
御
殿
付
ニ
被
仰
下
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
和
四
年
の
後
半

に
は
封
山
は
山
本
家
の
養
子
と
な
り
、
翌
年
正
月
に
正
式
な
届
出
が
出

さ
れ
た
こ
と
、
明
和
七
年
四
月
に
綱
所
衆
と
し
て
文
如
に
仕
え
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
が
改
め
て
同
時
代
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

（
6
）	

『
読
書
室
筆
記
』
第
十
三
冊
の
天
明
元
年
十
月
二
十
七
日
条
に
「
命

　

儲
府
侍
読
」
と
あ
る
。

（
7
）	

注
５
前
掲
「
山
本
与
右
衛
門
多
々
良
貞
徳
出
勤
控
」
に
「
下
間
修

理
源
頼
孝
暫
浪
人
之
内
、
二
松
庵
渡
江
ト
号
シ
中
京
姉
ヶ
小
路
柳
之
馬

場
之
辺
ニ
手
跡
謡
狂
哥
之
指
南
シ
テ
居
住
ノ
砌
貞
徳
狂
哥
の
門
人
ト
成

ケ
ル
ニ
、
宝
暦
四
五
戌
亥
ノ
比
、
二
松
庵
渡
江
先
生
旧　

君
江
帰
参
在

テ
下
間
修
理
ト
旧
名
帰
ル
」
云
々
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
貞
徳
は
二
松
庵

の
祖
た
る
狂
歌
師
下
間
皓
々
の
門
弟
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
該
資
料
に

よ
れ
ば
貞
徳
が
西
本
願
寺
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
も
、
皓
々
の
手

引
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
京
に
お
け
る
二
松
庵
系
の
狂
歌
師
に
関
し

て
は
西
島
孜
哉
『
近
世
上
方
狂
歌
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
）

第
六
章
や
高
松
亮
太
「
林
鮒
主
年
譜
考
」（『
秋
成
論
攷 

学
問
・
文
芸
・

交
流
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
）
な
ど
に
論
及
が
あ
る
。
ま
た
『
敦
賀

郡
誌
』
な
ど
の
編
著
で
知
ら
れ
る
山
本
元
（
酔
古
堂
主
人
）
の
『
柿
谷

半
月
』（
中
村
磯
吉
、
一
九
一
一
）
に
記
さ
れ
る
、
下
間
皓
々
の
本
願

寺
へ
の
復
職
に
関
す
る
逸
話（
父
が
讒
言
に
よ
り
遠
国
追
放
さ
れ
た
が
、

の
ち
に
冤
罪
と
認
め
ら
れ
皓
々
が
本
願
寺
に
再
勤
す
る
ま
で
の
一
連
の

経
緯
）
は
「
山
本
与
右
衛
門
多
々
良
貞
徳
出
勤
控
」
の
記
述
と
も
通
う

部
分
が
あ
っ
て
、
近
世
上
方
狂
歌
史
研
究
の
上
で
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
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だ
ろ
う
。
な
お
、山
本
貞
徳
の
自
筆
歌
稿
と
し
て
は
岩
瀬
文
庫
に『
多
々

良
貞
徳
和
歌
集
』（
二
三
‐
七
四
）
お
よ
び
『
貞
徳
和
歌
』（
二
三
‐
一

〇
〇
）
の
二
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
山
本
章
夫
「
読
書
室
年
表
」
に

も
「
好
和
歌
。
詠
草
存
于
家
」（
注
１
前
掲
松
田
清
「
山
本
章
夫
筆
山

本
亡
羊
伝
「
先
人
言
行
録
」
に
つ
い
て
」
所
引
）
と
あ
る
が
、
現
存
す

る
歌
稿
類
は
ど
れ
も
組
題
を
穏
当
に
詠
み
な
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の

で
、
和
歌
や
狂
歌
へ
の
傾
倒
は
あ
く
ま
で
も
嗜
み
程
度
の
も
の
で
あ
っ

た
と
見
て
よ
い
。
な
お
、注
１
前
掲
遠
藤
正
治『
読
書
室
2
0
0
年
史
』

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
町
版
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
『
六
要
鈔
』
を
は

じ
め
と
す
る
真
宗
聖
教
の
古
版
の
板
株
を
西
本
願
寺
が
購
入
す
る
ま
で

の
経
緯
を
貞
徳
が
記
し
た
「
本
典
六
要
板
木
買
上
始
末
記
」（『
真
宗
全

書
』
続
編
第
二
十
六
巻
所
収
）
と
の
記
録
が
残
る
。
加
え
て
天
明
九
年

正
月
か
ら
寛
政
四
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
礪
波
郡
福
岡
の
巌
照
寺
の
僧

の
八
藤
紋
付
袈
裟
着
用
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
本
願
寺
側
と
勝
興
寺
家
司

ら
と
の
書
状
の
や
り
取
り
の
中
に
「
安
永
年
中
此
御
寺
江
山
本
与
右
衛

門
殿
を
御
指
下
し
」
云
々
と
あ
る
（
高
島
幸
次
編
『
本
願
寺
史
料
集
成 

越
中
国
諸
記
』
上
巻
、同
朋
舎
、一
九
八
八
、六
一
頁
）
ほ
か
、先
の
「
山

本
与
右
衛
門
多
々
良
貞
徳
出
勤
控
」
の
記
述
か
ら
も
、
貞
徳
は
西
本
願

寺
家
臣
と
し
て
の
業
務
に
忠
実
な
人
物
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

（
8
）	

注
１
前
掲
松
田
清
『
京
の
学
塾 

山
本
読
書
室
の
世
界
』
二
四
頁
。

（
9
）	

注
１
前
掲
松
田
清
『
山
本
読
書
室
資
料
仮
目
録
（
電
子
統
合
版
）』

（
二
〇
一
四
）
所
収
「
解
説　

山
本
読
書
室
資
料
に
つ
い
て
」。

（
10
）	

『
読
書
室
筆
記
』
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
通
行
の
字
体
に

改
め
、
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

（
11
）	

拙
稿
「
礪
波
今
道
と
上
方
の
和
学
者
た
ち
」「
礪
波
今
道
年
譜
稿
」。

と
も
に
『
上
田
秋
成
の
時
代
―
上
方
和
学
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二

〇
一
二
）
所
収
。

（
12
）	

注
１
前
掲
松
田
清
『
京
の
学
塾　

山
本
読
書
室
の
世
界
』
に
今
道

に
よ
る
読
書
室
四
詠
の
一
首
を
紹
介
す
る
中
で
今
道
に
つ
い
て
「
京
都

に
住
み
、
橋
本
経つ
ね
あ
き
ら

亮
を
介
し
て
そ
の
親
友
、
同
郷
の
封
山
と
交
遊
し
た
」

（
一
〇
〇
頁
）
と
す
る
。
な
お
各
種
の
辞
典
類
が
経
亮
の
名
の
訓
を
「
つ

ね
あ
き
ら
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
伝
で
あ
る
。

（
13
）	

注
11
前
掲
拙
稿
「
礪
波
今
道
年
譜
稿
」
参
照
。

（
14
）	

封
山
と
経
亮
の
天
明
年
間
以
前
の
関
係
に
つ
い
て
、『
読
書
室
筆

記
』
以
外
の
資
料
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〇
天
明
六
年
九
月
七
日
、
山
本
封
山
蔵
『
紫
女
七
論
』
を
経
亮
が
書

写
す
る
（
慶
應
義
塾
図
書
館
橋
本
経
亮
旧
蔵
香
果
遺
珍
『
紫
家
七

論
』
奥
書
の
一
「
此
七
論
山
本
有
香
の
も
た
る
を
か
り
て
う
つ
し
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ぬ
と
き
は
久
堅
の
あ
め
あ
き
ら
け
き
む
つ
の
と
し
な
か
月
の
な
ぬ

か
に
南
有
け
る
／
春
の
梅
津
の
里
な
る
／
梅
宮
の
う
ま
場
の
か
た

は
ら
／
橘
経
亮
」）

○
天
明
七
年
某
月
、
封
山
が
経
亮
を
来
訪
（
岩
瀬
文
庫
蔵
『
読
書
室

随
筆
』
に
詞
書
「
立
花
の
経
亮
を
訪
て
」
あ
る
封
山
歌
一
首
あ
り
）

◯
天
明
八
年
正
月
三
十
日
以
後
、
天
明
の
大
火
で
類
焼
し
た
山
本
封

山
の
た
め
に
経
亮
が
木
材
を
贈
る
（
山
本
章
夫
『
先
人
言
行
録
』

（
目
録
番
号
一
五
一
二
）「
天
明
大
火
に
、
家
屋
類
焼
す
。
経
亮
首

と
し
て
木
材
を
贈
ら
れ
し
と
云
」）

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
の
と
こ
ろ
安
永
年
間
の
段
階
で
は
両
者
に
は
さ
し

た
る
接
点
は
認
め
ら
れ
ず
、
や
は
り
天
明
五
年
前
後
か
ら
次
第
に
近
し

い
関
係
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
15
）	

注
１
１
前
掲
拙
稿
「
礪
波
今
道
年
譜
稿
」
参
照
。
ち
な
み
に
慶
應

義
塾
図
書
館
蔵
橋
本
経
亮
旧
蔵
香
果
遺
珍
中
に
藤
原
直
養
及
び
富
森
一

斎
が
撰
述
し
た
『
十
字
解
』
な
る
韻
学
書
の
経
亮
に
よ
る
抜
粋
本
を
見

出
し
た
（
請
求
記
号
一
三
三
X
@
一
六
〇@

五
一
三
）。
拙
著
『
橋

本
経
亮
旧
蔵　

香
果
遺
珍
目
録
』（
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
）
解
説
参
照
。

（
16
）	

注
11
前
掲
拙
稿
「
礪
波
今
道
と
上
方
の
和
学
者
た
ち
」
参
照
。

（
17
）	

注
１
前
掲
松
田
清
『
京
の
学
塾　

山
本
読
書
室
の
世
界
』
及
び
注

１
前
掲
神
谷
勝
広
『
近
世
文
芸
と
そ
の
周
縁
―
上
方
編
―
』
に
紹
介
が

あ
り
、
図
版
や
翻
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）	

こ
の
時
期
の
秋
成
自
筆
資
料
と
し
て
安
永
三
年
筆
『
阿
志
乃
也
能

記
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）
や
天
明
四
年
秋
成
写
『
真
暦
考
』

（
東
丸
神
社
蔵
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
19
）	

諸
家
の
自
筆
資
料
を
一
括
し
た
も
の
に
「
封
山
先
生
時
代
読
書
室

四
詠
詩
歌
」（
目
録
番
号
五
五
七
二
）
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
注
１
前

掲
神
谷
勝
広『
近
世
文
芸
と
そ
の
周
縁
―
上
方
編
―
』が
指
摘
す
る「
源

之
熙
詩　
（
蘭
竹
菊
梅
）」（
目
録
番
号
四
〇
九
五
）
な
ら
び
に
「
皆
川

淇
園　

詠
蘭
・
詠
竹
・
詠
菊
・
詠
梅
」（
目
録
番
号
四
〇
九
六
）
が
あ
り
、

加
え
て
「
読
書
室
」
と
の
柱
刻
が
あ
る
罫
紙
に
諸
家
の
詩
歌
を
後
に
整

理
し
た
『
読
書
室
四
詠
』（
目
録
番
号
一
五
〇
三
・
写
本
一
冊
）
が
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
し
て
は
注
１
前
掲
松
田
清
『
京
の
学
塾　

山
本
読
書
室
の
世
界
』に
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。自
筆
詠
草
が
残
っ

て
い
て
も『
読
書
室
四
詠
』に
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、逆
に『
読

書
室
四
詠
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
に
自
筆
詠
草
の
存
在
が
確
認
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
く
。

（
20
）	

「
余
斎
翁
秋
冬
歌　

上
田
秋
成
筆
」（
目
録
番
号
Ｂ
〇
七
七
）
及
び
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「
上
田
秋
成
和
歌
」（
目
録
番
号
五
六
五
〇
‐
一
‐
六
）。
前
者
は
注
１

前
掲
神
谷
勝
広
『
近
世
文
芸
と
そ
の
周
縁
―
上
方
編
―
』
十
八
頁
に
全

文
の
翻
字
並
び
に
図
版
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
「
蚊
や
り
火
／

か
や
り
火
の
い
ふ
せ
き
／
庵
に
や
と
り
し
て
あ
か
す
／
と
も
な
き
夏
の

夜
語
り
／
よ
さ
い
」
と
あ
る
一
紙
で
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
柏
原

家
文
書
中
の
『
毎
月
集
』
に
同
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
異
同
な
し
）。

（
21
）	

高
田
衛
『
上
田
秋
成
年
譜
考
説
』（
明
善
堂
、
一
九
六
四
）
な
ど

に
言
及
が
あ
る
。

（
22
）	

中
村
幸
彦
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
七
巻
近
世
比
較
文
学
攷
（
中

央
公
論
社
、
一
九
八
四
）
八
三
頁
以
下
に
『
唐
土
の
吉
野
』
題
辞
の
影

印
が
あ
り
、
ま
た
飯
倉
洋
一
他
校
訂
『
前
期
読
本
怪
談
集
』（
国
書
刊

行
会
、
二
〇
一
七
）
に
『
唐
土
の
吉
野
』
全
体
の
翻
字
が
備
わ
る
。

（
23
）	

長
島
弘
明
「『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
作
者
・
書
肆
・
絵
師
・
読
者
」

（『
秋
成
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
〇
、所
収
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（
24
）	

引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
近
代
複
製
本
（
〇
二
七
・
三
‐
Ｓ

ｕ
七
三
八
ｔ
）
に
よ
っ
た
。

（
25
）	

江
戸
の
後
期
読
本
に
お
け
る
『
雨
月
物
語
』
利
用
に
関
し
て
は
小

池
藤
五
郎
『
山
東
京
伝
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
）
や
麻
生

磯
次
『
江
戸
文
学
と
支
那
文
学
―
近
世
文
学
の
支
那
的
原
拠
と
読
本
の

研
究
』（
三
省
堂
出
版
、
一
九
四
六
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
上

方
の
後
期
読
本
に
関
し
て
は
横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方

と
―
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
四
）
第
一
章
第
二
節
そ
の
四
が
文
化
五

年
（
一
八
〇
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
手
塚
兎
月
『
夢
裡
往
事
』
に
『
雨
月

物
語
』「
菊
花
の
契
」
の
利
用
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
26
）	

安
永
六
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
「
読
烈
女
伝
及
小
説
坂
東
忠
義

伝
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
絵

入
の
通
俗
軍
談
と
で
も
い
う
べ
き
三
木
成
久
『
坂
東
忠
義
伝
』
に
「
小

説
」
を
冠
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
た
だ
し
『
読
書
室
筆
記
』
に
こ
の
種

の
通
俗
軍
談
の
類
が
登
場
す
る
の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
っ
て
、
封
山

が
読
ん
で
い
た
「
小
説
」「
稗
史
」
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
中
国

小
説
類
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）	

『
商
舶
載
来
書
目
』
に
よ
れ
ば
、『
花
陣
綺
言
』
は
宝
暦
十
三
年
（
一

七
六
三
）
の
舶
載
が
確
認
で
き
る
。
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐

船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、一
九
六
七
）
参
照
。

（
28
）	
『
商
舶
載
来
書
目
』
に
よ
れ
ば
、『
獪
園
』
は
安
永
三
年
に
舶
載
。

注
27
前
掲
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
参
照
。

（
29
）	

『
読
書
室
筆
記
』
に
は
安
永
二
年
五
月
二
日
条
「
読
冠
辞
考
」、
天

明
五
年
三
月
八
日
条
「
看
冠
辞
考
」
と
『
冠
辞
考
』
は
三
度
登
場
す
る
。
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（
30
）	

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム（
三
七
‐
一
八
八
‐
三
）

に
よ
る
。
注
11
前
掲
拙
稿
「
礪
波
今
道
と
上
方
の
和
学
者
た
ち
」
で
も

当
該
奥
書
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
31
）	

注
11
前
掲
拙
稿
「
礪
波
今
道
と
上
方
の
和
学
者
た
ち
」
参
照
。

（
32
）	

玄
智
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
巻
九
（『
真
宗
全
書
』
第
三
十
五
巻
、

蔵
経
書
院
、
一
九
一
四
）
や
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
の
秋
里
籬
島

『
都
名
所
図
会
』
巻
二
「
本
願
寺
」
項
に
「
関
雎
殿
」
の
名
が
見
え
る
。

（
33
）	

拙
稿
「
和
歌
の
万
葉
書
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
輯
、
二
〇

一
六
）。

（
34
）	

法
如
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
安

永
八
年
の
時
点
で
は
七
十
三
歳
で
あ
る
は
ず
で
、「
大
法
皇
七
十
初
度
」

と
あ
る
の
と
は
齟
齬
が
あ
る
が
、
今
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
に
解
し

て
お
く
。

（
35
）	

本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
本
願
寺
史
』（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗

務
所
、
一
九
六
八
）
七
四
頁
な
ら
び
に
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
編
『
本

願
寺
宗
主
の
向
学
―
写
字
台
文
庫
を
中
心
に
し
て
』（
龍
谷
大
学
、
二

〇
一
四
）
参
照
。

（
36
）	

請
求
記
号
九
一
一
・
二
〇
六
‐
二
一
‐
ｗ
‐
一
。
写
本
一
冊
。

（
37
）	

注
11
前
掲
拙
稿
「
礪
波
今
道
と
上
方
の
和
学
者
た
ち
」
な
ら
び
に

「
上
方
の
真
淵
門
」（
前
掲
『
上
田
秋
成
の
時
代
―
上
方
和
学
研
究
』
所

収
）。

（
38
）	

東
丸
神
社
蔵
『
語
意
』（
文
書
番
号
二
三
一
七
）。

（
39
）	

「
戸
波
今
城
書
」（
目
録
番
号
三
四
八
二
）
は
と
あ
る
親
子
が
四
季

の
夜
を
題
と
し
た
発
句
を
詠
み
交
わ
し
て
い
る
の
を
羨
ま
し
く
思
い
、

自
身
も
二
句
を
詠
じ
て
み
た
が
そ
の
親
子
の
作
の
出
来
ば
え
に
は
及
ば

な
い
旨
を
記
し
た
和
文
で
、
親
子
と
い
う
の
は
恐
ら
く
封
山
と
そ
の
息

世
龍
（
伯
賢
）
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。「
今
成　

詩
」（
目
録
番
号
五

五
七
二
‐
六
）は
先
述
し
た
読
書
室
四
詠
を
詠
じ
た
和
歌
四
首
で
あ
る
。

（
40
）	

「
と
な
ミ
の
い
ま
み
ち　

読
書
室
四
詠
」（
目
録
番
号
五
五
七
二
‐

一
九
）。
注
１
前
掲
松
田
清
『
京
の
学
塾　

山
本
読
書
室
の
世
界
』
に

一
部
の
図
版
と
四
首
の
う
ち
二
首
の
翻
字
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
礪
波

今
道
の
自
筆
資
料
と
し
て
確
実
な
、
今
の
と
こ
ろ
現
存
唯
一
の
資
料
で

あ
る
こ
と
か
ら
、全
文
を
翻
字
し
て
お
く
。「
読
書
室
四
詠
（
割
書
「
墨

梅　

春
蘭
／
黄
菊　

画
竹
」）
／
常
と
は
に
あ
は
れ
と
思
ふ
梅
花
誰
世

の
春
の
か
た
み
な
ら
猿
／
緑
な
る
草
と
み
て
し
か
韓
衣
も
は
る
の
の
も

せ
の
あ
ら
ら
き
の
花
／
口
無
の
色
の
や
し
ほ
開
は
な
を
た
れ
か
は
菊
と

名
に
や
た
て
た
る
／
な
ゆ
た
け
の
枝
も
と
を
を
に
時
じ
く
の
露
鴨
所
置

條
も
十
緒
に
／
と
な
み
の
い
ま
み
ち
」。
翻
字
に
あ
た
っ
て
改
行
は
無
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視
し
、
一
首
ご
と
に
「
／
」
を
挿
入
し
た
。
な
お
、
注
39
前
掲
「
今
成

　

詩
」
の
今
城
歌
四
首
の
う
ち
、「
黄
き
く
を
よ
め
る
／
山
梔
子
の
色

の
八
し
ほ
に
さ
く
花
を
き
く
と
し
も
誰
な
づ
け
そ
め
覧　

今
城
」
の
一

首
は
、
こ
の
今
道
歌
と
字
句
が
極
め
て
近
く
、
こ
の
こ
と
も
両
者
が
同

人
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

（
41
）	

寛
永
二
十
年
刊
『
万
葉
和
歌
集
』（
請
求
記
号
三
五
‐
五
五
）。
同

書
に
つ
い
て
は
注
11
前
掲
拙
稿
「
礪
波
今
道
と
上
方
の
和
学
者
た
ち
」

で
識
語
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
42
）	

碑
文
に
つ
い
て
は
『
氷
見
郡
志
』（
富
山
県
氷
見
郡
、
一
九
〇
九
）

一
七
二
頁
参
照
。
な
お
碑
自
体
は
現
存
し
て
い
る
が
、
二
〇
二
四
年
一

月
一
日
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
と
い
う
（
二
〇
二
四
年

一
月
十
三
日
北
陸
中
日
新
聞
「
国
文
化
財
の
土
蔵 

損
壊　

氷
見 

県
内

最
古 

万
葉
石
碑
も
倒
れ
る
（
ウ
ェ
ブ
版
）」
参
照
）。

（
43
）	

飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
蔵
本
を
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真

（
Ｃ
五
二
九
七
）
に
て
披
見
。
巻
末
に
「
雲
龍
山
蔵
板
」
と
あ
り
、
勝

興
寺
の
刊
行
物
で
あ
る
。

【
附
記
】
本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費23K

25300

の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。
本
論
文
の
内
容
は
二
〇
二
四
年
八
月
三
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
北
陸
古
典
研
究
会
二
〇
二
四
年
度
上
半
期
研
究
発
表
会
で
の
口
頭

発
表
「
安
永
・
天
明
期
京
都
の
古
学
受
容
―
山
本
封
山
を
例
に
―
」
を

母
体
と
す
る
。
席
上
で
ご
意
見
を
賜
っ
た
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
を
は
じ
め
と
す
る
各

所
蔵
機
関
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。




